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「滋賀医科大学わかあゆ夢基金」

などの事業を通じて教育や研究の充実を図り、地域医療及び医学・医療の国際化への
貢献を目指しています。

本基金により、
①学生の教育支援 ②教育研究備品整備 ③国際留学生支援

学生の教育支援として、平成24年度、学部学生の各学科・各学年の成績優秀者１名
（２年生以上）計８名に対し、奨学金を授与いたしております。

わかあゆ夢基金に関しましては、
下記のホームページからもご覧いただけます。

http://www.shiga-med.ac.jp/yume/index.html

　平成25年2月現在、皆様方からご支
援いただきました総額は、740件／
33,029千円になりました。心から御礼
申し上げます。
　引き続き「滋賀医科大学わかあゆ夢
基金」に是非お力添えを賜りますようお
願い申し上げます。

　本学では、平成22年4月開始の第二期中期計画の６年間において「人材育成と
医療科学・技術の創出」ひいては「滋賀の地域医療のさらなる発展、充実」を目指す
「SUMS Project 2010-2015」 を進めており、その実現のため「滋賀医科大学わか
あゆ夢基金」を設立しています。

奨学生からの声（一部ご紹介）

　この度、本奨学金の奨学生に選ばれたことを大変光栄に思います。同時に
これまでお世話になってきました先生方や職員の皆様、勉強の機会を与えて
くださった患者様等に深く感謝いたします。
　今後とも精一杯努力を続け、地域社会に貢献できるような医師になりたい
と考えております。

　奨学生に選んでいただくことを１つの目標とすることで、勉学に対するモチ
ベーションを保つ手助けとなり、より一層勉学に励むことが出来ました。思い
返せば、昨年度、解剖などのハードスケジュールを乗り切れた要因の一つには、
この奨学金制度があったように感じております。
　今後も、滋賀医科大学奨学金奨学生の名に恥じぬよう、日々精進していきた
いと思います。

お問い合わせ先
滋賀医科大学　総務課
TEL:077-548-2007

●広告掲載のお問い合わせ先：滋賀医科大学 企画調整室 TEL077-548-2012 ※この冊子は再生紙を使用しています。
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大学改革実行プラン―課題と対応―

滋賀医科大学学長　馬
ば ん

場
ば

  忠
た だ

雄
お

　

平
成
24
年
６
月
に
国
家
戦
略
会
議
に
お
い
て
、当
時
の
平
野
博
文
文
部
科
学

大
臣
か
ら「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
～
社
会
の
変
革
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
大
学
づ

く
り
～
」が
示
さ
れ
た
。大
学
改
革
の
方
向
性
と
し
て
、図
１
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。 

　

こ
の
よ
う
な
国
と
し
て
の
大
学
政
策
の
基
本
方
針
の
も
と
に
、大
学
関
係
予

算
の
戦
略
的
配
分
や
制
度
等
の
見
直
し・整
備
を
行
い
、国
立
大
学
改
革
の
推
進
、

政
策
課
題
へ
の
計
画
的
取
り
組
み
を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　

国
立
大
学
改
革
は
、図
２
に
示
す
行
程
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

本
学
は
、文
部
科
学
省
か
ら
提
示
さ
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
原
案
に
対
し
て
、

12
月
10
日
に
文
部
科
学
省
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。そ
し
て
、12
月
11
日
に
は

全
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、教
職
員
か
ら
意
見
を
伺
っ
た
。本
学
は
、開
学
以
来

の
理
念
で
あ
る「
信
頼
さ
れ
る
医
療
人
の
育
成
と
世
界
に
情
報
を
発
信
す
る
研

究
者
の
養
成
」に
基
づ
き
、市
民
参
加
型
教
育
を
活
か
し
、患
者
の
立
場
に
立
っ

た
倫
理
観
を
備
え
た
医
師
及
び
研
究
者
を
育
成
し
、特
色
あ
る
研
究
と
先
進
医

療
の
成
果
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。平
成
16

年
の
法
人
化
後
に
お
い
て
も
、こ
の
理
念
や
目
標
を
基
本
に
、継
続
し
て
中
期
目

標
・
計
画
を
策
定
し
、第
二
期
に
お
い
て
は
、Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
実
行
す

べ
き
具
体
的
な
項
目
を
取
り
入
れ
て
、そ
の
遂
行
に
全
教
職
員
が
努
力
し
て
い

る
。機
能
強
化
の
面
か
ら
は
、浜
松
医
科
大
学
と
の
教
育
研
究
の
連
携
・
協
力
を

行
う
包
括
協
定
を
平
成
24
年
11
月
に
締
結
し
た
。今
後
も
引
き
続
き
本
学
の
実

績
を
も
と
に
文
部
科
学
省
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、３
月
末
ま
で
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
再
定
義
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。教
職
員
に
対
し
て
は
、適
宜
情
報
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

主
体
的
に
学
び
、考
え
、行
動
す
る
力
を
鍛
え
る
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
つ

い
て
は
、本
学
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
指
す
科
目
を
基
礎

学
課
程
の
な
か
に
も
取
り
入
れ
、平
成
14
年
か
ら
は
第
4
学
年
に
少
人
数
能
動

学
習
を
実
施
し
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ
を
２
回
受
験
す
る
こ
と
を
促
し
、各
自
が
英
語
力
の
位
置
付
け
を
認
識
し
、語

学
力
の
向
上
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、医
学
英
語
な
ど
の
授
業
や
海
外
で
の
自

主
研
修
に
も
毎
年
25
名
前
後
が
参
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、地
域
再
生
の
核
と
な
る
大
学
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、大
学
が
有
す
る
医
療

に
関
す
る
知
識
を
Ｓ
Ｓ
Ｈ
な
ど
の
高
大
連
携
で
、高
校
生
が
講
義
や
実
習
に
参

加
し
、生
命
科
学
に
深
い
関
心
を
示
す
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。そ
の
他
、市
民
公

開
講
座
や
小
中
校
の
出
前
授
業
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。ま
た
、地
域
の
滋

賀
県
が
ん
診
療
高
度
中
核
拠
点
病
院
な
ど
と
し
て
活
動
し
て
い
る
他
に
、循
環

器
疾
患
、特
に
冠
状
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
に
つ
い
て
は
、全
国
の
な
か
で
屈
指
の

実
績
を
示
し
て
い
る
他
、地
域
の
医
師
、看
護
師
、技
師
な
ど
の
講
習
会
や
研
修

会
を
多
数
行
う
と
と
も
に
、研
修
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会

を
与
え
て
い
る
。研
究
に
つ
い
て
も
５
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
を
用
い

た
再
生
医
療
、神
経
難
病
、Ｍ
Ｒ
医
学
、生
活
習
慣
病
の
疫
学
研
究
及
び
病
因
究

明
と
治
療
、総
合
が
ん
医
療
）を
中
心
に
研
究
業
績
も
多
く
、ま
た
、医
工
連
携
に

よ
る
立
命
館
大
学
な
ど
地
域
の
大
学
や
企
業
と
の
産
学
連
携
に
よ
り
、次
世
代

手
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
新
技
術
が
生
ま
れ
、外
部
資
金
の
獲
得
も
増
加
し
て

い
る
。さ
ら
に
、基
礎
医
学
と
臨
床
医
学
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
研
究
領
域
を
目

指
す
と
と
も
に
、新
た
な
技
術
革
新
を
期
待
し
て
い
る
。

　

診
療
に
お
い
て
は
、各
種
病
院
機
能
評
価
に
従
っ
て
評
価
さ
れ
た
結
果
が
週
刊

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド（
平
成
24
年
10
月
）に
掲
載
さ
れ
、全
国
国
立
大
学
病
院
で
２
位
と

い
う
最
高
の
評
価
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。そ
の
他
、先
進
医
療
、高
度
医
療
の
み

な
ら
ず
、臨
床
治
験
、そ
し
て
、病
院
機
能
を
表
す
チ
ー
ム
医
療
に
つ
い
て
は
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）、感
染
制
御
チ
ー
ム（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）で
多
く
の
実
績
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、本
学
の
取
り
組
み
は
人
材
育
成
、研
究
及
び
産
学

連
携
、さ
ら
に
は
病
院
機
能
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
順
調
に
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。今

後
、文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
は
、未
だ
明
確
で

は
な
い
が
、本
学
の
理
念
に
基
づ
く
運
営
実
績
を
基
盤
に
、現
在
の
社
会
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
視
点
で
、大
学
の
機
能
強
化
と
連
携
を
推
進
す
る
。す
な

わ
ち
、教
養
教
育
の
充
実
と
大
学
院
の
教
育
研
究
や
他
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
新

た
な
研
究
成
果
、ま
た
、メ
デ
ィ
カ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
産
業
の
活

性
化
、地
域
住
民
に
質
の
高
い
医
療
と
先
進
医
療
を
提
供
す
る
。さ
ら
に
、地
域
病

院
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、市
民
参
加
型
教
育
に
加
え
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
滋
賀
医
療

人
育
成
協
力
機
構
」や「
滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」の
協
力
の

も
と
に
、信
頼
さ
れ
る
医
療
人
を
育
成
し
、医
師
の
定
着
に
努
め
る
。

　

本
学
が
社
会
の
要
請
に
応
え
る
大
学
と
し
て
、実
績
を「
見
え
る
化
」し
、エ
ビ

デ
ン
ス
を
重
ね
る
こ
と
が
本
学
の
持
続
可
能
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
。

（文部科学省資料より）

大学改革実行プラン
～社会の変革のエンジンとなる大学づくり～

我が国が目指すべき社会
・持続的に発展し、活力ある社会
・自立した個による多様性に富み、自然と共生する成熟社会
・高齢者・女性の参画が一層拡大した社会
・生涯学習の一層の拡大と人材の流動性が高まる社会

求められる人材像・目指すべき新しい大学像
・生涯学び続け、主体的に考え、行動できる人材
・グローバル社会で活躍する人材、イノベーションを創出する人材
・異なる言語、世代、立場を超えてコミュニケーションできる人材

我が国が直面する課題、将来想定される状況
・急激な少子高齢化の進行、人工減少
・生産年齢人口減少、経済規模の縮小
・財政状況の悪化
・グローバル化によるボーダレス化
・新興国の台頭による国際競争の激化
・地球規模で解決を要する問題の増加
・地方の過疎化・都市の過密化の進行
・社会的・経済的格差の拡大の懸念
・産業構造、就業構造の変化
・地域におけるケアサービス（医療・介護・保育等）の拡大

・学生がしっかり学び、自らの人生と社会の未来を主体的に切り拓く
  能力を培う大学
・グローバル化の中で世界的な存在感を発揮する大学
・世界的な研究成果やイノベーションを創出する大学
・地域再生の核となる大学
・生涯学習の拠点となる大学
・社会の知的基盤としての役割を果たす大学

大学改革の方向性

Ⅰ.激しく変化する社会における大学の機能の再構築
①大学教育の質的転換と大学入試改革
②グローバル化に対応した人材育成
③地域再生の核となる大学づくり（COC（Center of Community）構想）
④研究力強化：世界的な研究成果とイノベーションの創出

⑤国立大学改革
⑥大学改革を促すシステム・基盤整備
⑦財政基盤の確立とメリハリある資金配分の実施
⑧大学の質保証の徹底推進

Ⅱ.大学の機能の再構築のための大学ガバナンスの充実・強化

「大学ビジョン」の策定

国立大学改革【ロードマップ】
改革モデルの先行実施
改革の基本方針の提示 改革の集中実施期間

国立大学改革の先行実施
▶大胆な改革を重点的に支援

24年度 25年度 26年度～

国立大学改革強化推進事業
（H24年度予算：138億円）

（取組のイメージ）
・研究面での最高水準の拠点形成
・機能別・地域別の大学群形成に向けた連合連携
・効率的な大学運営のための事務処理共同化

・教育の質保証と
 個性・特色の明確化
・大学運営の高度化

国
立
大
学
の
新
体
制
構
築
、機
能
強
化
に
向
け
た
改
革
の
加
速
化

▶教員養成、医学、工学のミッションの
　再定義

《24年度中》

→大学・学部の設置目的を明確化し、
公的教育機関としての存在意義を
「見える化」
▶改革促進のためのシステム改革
○大学関係予算の戦略的・重点的支援
　→各種指標を踏まえて支援対象を
　　絞り込み、重点的に支援
○大学間連携、組織改革の促進
　→国立大学改革強化推進事業により
　　大胆な改革を重点的に支援

国立大学改革基本方針

国として改革の方向性を提示

▶全大学・学部のミッションの再定義
▶改革促進のためのシステム改革の加速

《25年央まで》

○予算の戦略的・重点的支援の拡大
○必要な制度改正の検討、提案
例）・多様な大学間連携の制度的選択
（一法人複数大学（アンブレラ方式）等）
・国立大学法人の評価の在り方
・財務上の規制緩和
・国立大学のガバナンスの強化

例）・「リサーチ・ユニバーシティ」群の強化
・機能別・地域別の大学群の形成

大学の枠・学部の枠を越えた再編成等へ

国立大学改革プランの策定

大学ごとにミッションを再定義し
改革の工程を確定※

※国立大学改革プランを踏まえた第三期中期目標の策定・中期計画の認可へ
（文部科学省資料より）

図1図2
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滋賀県医師キャリアサポートセンターの開設について
－滋賀県への医師定着を目指して－

滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て

−

滋
賀
県
へ
の
医
師
定
着
を
目
指
し
て

−

　
　
　
　
　
　
出
席
者
　
　
　
滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
、
滋
賀
県
健
康
福
祉
部
理
事
、
滋
賀
医
科
大
学
特
命
教
授
　
苗な

む

ら村　

光み
つ
ひ
ろ廣　

滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、
滋
賀
県
病
院
協
会
会
長
　
冨と

み
な
が永　

芳よ
し
の
り德　

滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
専
任
医
師
　
滋
賀
医
科
大
学
特
任
教
授
　
太お

お

た田　

茂し
げ
る　
　

滋
賀
医
科
大
学
総
合
外
科
学
講
座
教
授
、
国
立
病
院
機
構
滋
賀
病
院
副
院
長
　
来く

る

み見　

良よ
し
ま
さ誠　

司
会
　
滋
賀
医
科
大
学
家
庭
医
療
学
講
座
教
授
　
三み

つ

な

み

ッ
浪　

健け
ん
い
ち一

滋
賀
県
内
に
お
け
る
医
師
数
の
状
況
と
課
題

三
ッ
浪　

ま
ず
、そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
滋
賀

県
に
お
け
る
医
師
の
充
足
状
況
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

苗
村　

滋
賀
県
内
の
医
師
数
は
新
臨
床
研
修
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
16
年
の
２
７
５
５
人
か
ら

22
年
に
は
２
９
８
３
人
と
、約
２
３
０
人
増
え
て

い
ま
す
が
、全
国
比
較
で
は
人
口
10
万
人
当
た
り

２
１
１
．４
人
と
35
位
で
、医
師
の
少
な
い
状
態
が

ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、病
院
の
常
勤
医
に
つ
い
て
は
、平
成
18
年

に
１
４
９
２
人
と
な
っ
た
後
減
少
し
て
、20
年
の

１
３
６
６
人
で
底
と
な
り
、そ
の
後
徐
々
に
増
加

し
て
24
年
に
は
１
５
９
８
人
ま
で
回
復
し
ま
し

た
。ま
た
、県
全
体
と
し
て
増
え
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、医
療
圏
で
見
る
と
、湖
東
、湖
北
、湖
西
で
は

減
少
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、診
療
科
で

は
、特
に
産
科
は
湖
東
、小
児
科
は
甲
賀
・
湖
東
、麻

酔
科
は
甲
賀
と
い
っ
た
医
療
圏
で
ま
だ
少
な
い
と

て
、冨
永
先
生
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

冨
永　

地
域
や
診
療
科
に
よ
る
偏
在
に
つ
い
て

は
、県
内
の
７
医
療
圏
の
う
ち
、大
津
や
湖
南
医
療

圏
は
医
師
数
が
多
い
の
で
す
が
、そ
の
他
の
医
療

圏
で
勤
務
医
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
医
師
は
都
会
の
大
病
院
志
向
が
強
く
、当

初
研
修
終
了
後
の
３
年
目
か
ら
は
大
学
に
戻
っ
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、初
期
研
修
を
終
え

た
後
も
そ
の
ま
ま
都
市
部
に
残
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
と
し
て
地
域
偏
在
が
顕
著
と
な

り
、滋
賀
県
に
お
い
て
も
都
市
部
は
多
い
の
で
す

が
、そ
れ
以
外
の
医
療
圏
で
は
す
べ
て
の
診
療
科

で
不
足
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

病
院
協
会
で
は
、県
の
補
助
を
い
た
だ
い
て
平

成
22
年
か
ら
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
を
開
設
、23
年
か

ら
女
性
医
師
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
、女
性

医
師
の
短
時
間
勤
務
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、潜

在
医
師
の
掘
り
起
こ
し
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、ま
だ
十
分
成
果
が
上
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
協
会
の
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
事
業
は
、問
い

合
わ
せ
や
応
募
は
あ
り
ま
す
が
、医
師
と
病
院
と

が
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。な
ん
と
か
し
て
地
域
の
病
院
に

医
師
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
の
で
す

が
、医
師
を
強
制
配
置
す
る
の
で
は
な
く
て
、若
い

医
師
が
研
修
で
き
る
体
制
と
か
、女
性
で
あ
れ
ば

子
育
て
支
援
と
か
、若
い
医
師
に
魅
力
あ
る
病
院

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、い
ろ
い
ろ
努
力
は
し
て
お
り
ま
す
が
ま

だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
総
合
医

三
ッ
浪　

続
い
て
太
田
先
生
は
大
学
の
医
師
臨
床

教
育
セ
ン
タ
ー
長
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、研
修
医
の

い
う
状
況
で
す
。そ
う
い
っ
た
中
で
、救
急
搬
送
数

の
増
加
へ
の
対
応
の
た
め
、さ
ら
な
る
充
足
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

偏
在
は
あ
る
も
の
の
、全
体
と
し
て
増

え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、増
え
た
原

因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

苗
村　

１
つ
は
初
期
研
修
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
各
研
修
病
院
や
医
師
会
等
の
ご
努
力
で
、指

導
体
制
が
充
実
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。も
う
１
つ
は
、指
導
の
中
心
と
な
る
中
堅
医
師

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
事
務
補
助
者
の
配
置
や

各
書
類
作
成
ソ
フ
ト
の
購
入
補
助
な
ど
、中
堅
医

師
の
離
職
対
策
が
効
果
を
現
し
て
き
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。３
つ
目
に
滋
賀
医
科
大
学
と
県
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、周
産
期
な
ど
魅
力
あ
る
寄
附
講

座
を
開
設
し
た
こ
と
で
、医
局
の
入
局
者
が
増
え

て
い
ま
す
。あ
と
、奨
学
金
の
給
付
に
加
え
、今
後

は
女
性
医
師
支
援
の
た
め
の
、ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

利
用
の
補
助
や
交
流
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
の
対
策

が
あ
り
ま
す
。

状
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

太
田　

滋
賀
県
は
人
口
増
加
に
よ
り
、平
成
22
年

度
は
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
が
全
国
33
位

か
ら
35
位
に
下
が
り
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
大
津

市
や
草
津
市
と
い
っ
た
都
市
部
で
は
医
師
が
増

え
て
い
ま
す
の
で
、均
等
化
の
働
き
か
け
を
す
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
、滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
中
で
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
以
降
、医
師
臨
床
教
育
セ
ン
タ
ー
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、若
い
医
師
か
ら
は
学
生

の
頃
に
実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
病
院
に
、卒
後

研
修
で
も
行
き
た
い
と
言
う
声
を
多
く
聞
き
ま

す
。教
育
と
卒
後
研
修
と
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
、県
内

で
医
師
を
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
１
つ
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。医
師
不

足
の
医
療
圏
の
病
院
と
も
し
っ
か
り
リ
ン
ク
し

て
、行
き
来
し
な
が
ら
医
師
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

平
成
11
年
か
ら
学
外
臨
床
実
習
が
始
ま

り
、県
内
の
医
療
機
関
に
は
忙
し
い
中
、学
生
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、こ
れ
が
卒
後

研
修
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

三
ッ
浪　

増
え
て
い
る
の
は
若
い
医
師
で
す
か
。

苗
村　

若
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、中
堅
医

師
に
つ
い
て
も
開
業
ブ
ー
ム
が
こ
こ
１
、２
年
で

一
段
落
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

三
ッ
浪　

続
き
ま
し
て
病
院
協
会
の
お
立
場
と
し

す
ね
。

太
田　

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
の
印
象
づ
け
は
大

切
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
１
つ
で
す
。あ
と
は
地
域
枠

で
滋
賀
県
出
身
者
を
増
や
し
て
い
け
ば
、県
内
の

こ
の
病
院
へ
行
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
、地
域
に
根
ざ
し
た
医
師
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

冨
永　

私
た
ち
は
滋
賀
医
科
大
学
の
１
年
生
の
早

期
体
験
学
習
や
６
年
生
の
学
外
臨
床
実
習
で
、学

滋賀県医師キャリアサポートセンター長、滋賀県健康福祉部理事、滋賀医科大学特命教授
苗村　光廣
滋賀県医師キャリアサポートセンター運営委員長、滋賀県病院協会会長
冨永　芳德
滋賀県医師キャリアサポートセンター専任医師　滋賀医科大学特任教授
太田　茂
滋賀医科大学総合外科学講座教授、国立病院機構滋賀病院副院長
来見　良誠
司会　滋賀医科大学家庭医療学講座教授
三ッ浪　健一

滋
賀
県
と
滋
賀
医
科
大
学
と
が
連
携
し
て
、
平
成
24
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
の
医
師
の
充
足
状
況
を

分
析
し
な
が
ら
、
地
域
や
診
療
科
に
よ
る
偏
在
の
解
消
に
向
け
、
地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
確
保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

医
師
の
育
成
や
セ
ン
タ
ー
に
携
わ
っ
て
い
る
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
セ
ン
タ
ー
開
設
の
背
景
や
今
後
の
展
開
、
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平成16年
平成18年
平成20年
平成22年
平成24年

700

600

500

400

300

200

100

0

1,650

1,600

1,550

1,500

1,450

1,400

1,350

1,300
平成16年

1,4211,421

平成18年

1,4921,492

平成22年

1,5271,527

平成24年

1,5981,598

平成20年

1,3661,366

滋賀県の医療圏別病院常勤医師数の推移と病院常勤医師数の推移
医療圏別病院常勤医師数の推移 病院常勤医師数の推移

（人） （人）

大津

＋106

湖南

＋92

甲賀

＋7

東近江

＋13

湖東

△25

湖北

△14

湖西

△2

赤色の数値は
平成16年と
24年との差

出典 滋賀県「病院別診療科別医師数等の実態調査」

苗村　光廣　滋賀県医師キャリアサポートセンター長

3,050

3,000

2,950

2,850

2,900

2,800

2,700

2,750

2,650

2,600
平成16年 平成18年 平成22年平成20年

滋賀県の医師数
（人）

出典 厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」
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滋賀県医師キャリアサポートセンターの開設について
－滋賀県への医師定着を目指して－

ま
し
た
。本
人
の
希
望
に
よ
り
ま
す
が
、一
部
県
外

に
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。医
師
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
の
で
、そ

ち
ら
に
乗
る
形
で
今
後
い
ろ
い
ろ
主
導
的
な
役
割

を
果
た
し
て
く
だ
さ
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

地
域
循
環
型
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
基
幹

病
院
循
環
型
専
門
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
違
い
は

何
で
し
ょ
う
か
。

太
田　

地
域
循
環
型
の
レ
ジ
デ
ン
ト
は
初
期
研
修

の
後
、あ
る
特
殊
な
手
技
等
を
学
ぶ
た
め
に
、数
ヶ

月
程
度
の
短
い
期
間
他
の
病
院
で
研
修
す
る
も
の

で
す
。基
幹
病
院
循
環
型
専
門
医
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
１
年
と
か
２
年
、行
っ
た
病
院
で
雇
用
関
係

が
生
ま
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。こ
れ
は
何
か
の
専

門
医
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
ッ
浪　

必
ず
し
も
総
合
診
療
医
で
は
な
い
わ
け

で
す
ね
。

冨
永　

総
合
診
療
医
の
育
成
に
つ
い
て
は
総
合
内

科
学
・
総
合
外
科
学
講
座
の
あ
る
国
立
病
院
機
構

滋
賀
病
院
が
中
心
に
な
っ
て
地
域
を
循
環
す
る
と

い
う
形
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
他

の
専
門
医
は
大
学
の
医
局

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

三
ッ
浪　

来
見
先
生
の
お
ら

れ
る
滋
賀
病
院
に
所
属
し

て
、必
要
な
ら
短
期
研
修
に

行
か
せ
る
、ホ
ス
ピ
タ
リ
ス

ト
を
育
て
る
中
心
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

来
見　

ど
こ
か
属
す
る
場
所

は
必
要
で
す
が
、大
学
は
診

療
科
単
位
で
し
か
動
け
な

い
の
で
、診
療
科
と
は
別
の

形
の
組
織
で
、し
か
も
大
学

と
連
携
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。診
療

科
を
越
え
た
組
織
と
し
て

は
救
急
部
が
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
れ
と
は

別
に
全
体
を
診
る
こ
と
が

で
き
る
医
師
を
育
て
る
場

所
と
し
て
の
総
合
内
科
・
外

科
が
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

太
田　

専
門
医
が
こ
の
研

修
制
度
に
な
っ
て
か
ら
ず

い
ぶ
ん
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、臨
床
研
修
を
行
う
人

た
ち
の
目
的
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、も
う
一
つ
学
位
の

取
得
と
い
う
道
に
つ
い
て

も
、大
学
院
の
社
会
人
入
学

等
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

特
に
地
域
の
奨
学
金
を
も

わ
れ
て
、「
総
合
診
療
医
」が
19
番
目
の
専
門
医
に

入
る
よ
う
で
す
が
、こ
れ
は
大
き
な
こ
と
で
、今

後
、総
合
診
療
医
が
育
っ
て
い
く
基
盤
が
で
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

冨
永　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
こ
と
を
考

え
ま
す
と
、高
齢
者
は
多
く
の
疾
病
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、臓
器
ご
と
の
専
門
医
だ
け
で
は
な
く
、

総
合
診
療
医
と
い
う
専
門
医
が
必
要
に
な
り
ま

す
。も
ち
ろ
ん
臓
器
別
の
専
門
医
は
必
要
で
す
が
、

み
ん
な
が
臓
器
別
専
門
医
に
な
る
必
要
は
な
い
わ

け
で
す
。

滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

役
割

三
ッ
浪　

続
い
て
苗
村
先
生
か
ら
、滋
賀
県
医
師

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
概
要
を

ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

苗
村　

セ
ン
タ
ー
は
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
、特

に
女
性
医
師
の
就
労
継
続
や
復
帰
の
支
援
と
、若

手
医
師
、主
に
後
期
臨
床
研
修
医
や
卒
後
10
年
以

内
く
ら
い
の
医
師
に
つ
い
て
、滋
賀
県
内
で
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
２
つ
の
目
的

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
主
に
５
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。１
つ
は
県
内
病
院
の
医
師
充
足
状
況

な
ど
の
分
析
と
対
策
案
の
策
定
、２
つ
目
は
初
期
、

後
期
研
修
、専
門
医
養
成
な
ど
一
貫
し
た
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
で
、来
見
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、県
の
い
く
つ
も
の
病
院

を
ロ
ー
テ
ー
ト
す
る
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。地
域
循
環
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、病
院
協
会
で
も
す
で
に
似
た
考

え
方
を
ま
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、そ
う
い
っ

た
も
の
も
取
り
入
れ
な
が
ら
具
体
的
な
も
の
を
形

成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
医
師
総
合
相
談
窓
口
の
運
営
、若
手

医
師
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
相
談
や

女
性
医
師
等
の
就
業
相
談
の
ほ
か
、現
場
復
帰
の

た
め
の
技
能
研
修
に
つ
い
て
も
滋
賀
医
科
大
学
の

ス
キ
ル
ズ
ラ
ボ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
つ
目
は
医
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
に
つ
い

て
、実
際
に
奨
学
金
を
受
け
た
方
が
卒
業
し
た
後
、

希
望
も
重
視
し
な
が
ら
県
内
で
活
躍
い
た
だ
け
る

よ
う
な
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

５
つ
目
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
広
報
活

動
を
行
い
、県
内
で
若
手
医
師
が
一
人
で
も
増
え

て
い
く
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

地
域
循
環
型
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
病
院

協
会
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

冨
永　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、初
期
臨
床
研
修
を

終
え
て
地
域
の
病
院
で
レ
ジ
デ
ン
ト
を
し
て
い
る

若
手
医
師
の
技
量
向
上
の
た
め
、短
期
間
、他
病
院

で
学
び
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、在
籍
し
て
い
る
病

院
が
給
料
を
払
っ
て
学
べ
る
よ
う
な
制
度
を
作
り

生
に
で
き
る
だ
け
地
域
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。卒
後
臨
床
研
修
に

来
て
３
年
目
で
大
学
に
帰
っ
て
、専
門
研
修
の
後
、

ま
た
臨
床
研
修
を
し
た
病
院
に
来
て
く
れ
る
若
手

医
師
が
い
ま
す
。学
生
の
指
導
、研
修
医
の
指
導
体

制
を
充
実
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、病
院

協
会
で
は
県
の
補
助
も
い
た
だ
き
指
導
医
講
習
会

を
開
い
て
お
り
ま
す
。

三
ッ
浪　

来
見
先
生
は
、滋
賀
病
院
を
中
心
に
地
域

で
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、そ
こ
か
ら

見
た
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

来
見　
「
診
療
科
の
細
分
化
」と「
専
門
医
制
度
の

進
行
」に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
領
域
で
医
師

の
取
り
合
い
を
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。地
域
医
療
を
中
心
に
や
っ
て

い
く
た
め
に
は
、総
合
化
に
よ
っ
て
対
応
す
る
し

か
な
い
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
行
き
過
ぎ
た
細
分

化
を
少
し
見
直
し
て
、総
合
化
に
よ
っ
て
な
る
べ

く
多
く
の
領
域
を
診
る
こ
と
が
で
き
る
医
師
を
育

て
る
、そ
う
い
う
医
師
に
対
す
る
何
ら
か
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
仕
組
み
が
で
き
る
と
、地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
医
師
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

総
合
化
を
進
め
て
い
っ
た
場
合
、そ
こ
で
育
っ
て

医
師
に
な
っ
た
人
が「
総
合
医
で
す
」と
声
高
々
に

言
え
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
、専
門

医
で
な
い
と
い
う
負
い
目
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は

し
た
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
っ
た
ん
病
院
に
入
職
し
た
ら
、専
門
領
域
が
限

ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
強
い
の
で
、例
え
ば
県
全

体
を
大
き
な
総
合
病
院
と
し
て
、そ
の
中
で
人
が
ま

わ
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
と
、診
療
科
に
偏
在
す
る

確
率
も
低
く
な
る
し
、総
合
化
と
い
う
意
味
で
も
強

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

厚
生
労
働
省
で
専
門
医
の
見
直
し
が
行

滋賀県医師キャリアサポートセンター
（県庁・滋賀医大）

滋賀県医師キャリアサポートセンター長 滋賀県医師キャリアサポートセンター
運営委員会専任医師

〔拠点：滋賀医大〕
専従職員

滋賀県 滋賀医大

センター事業内容

連 携

アドバイザー
・滋賀県 1名
・滋賀医大 1名

【構成メンバー】
滋賀県、滋賀医大、県病院協会、県医師会

等7名

【業務内容】
・医師の地域偏在解消に関する問題・情
報等の地域医療関係者間による共有

・センターの運営方針及び業務内容の検討
・医師のキャリア形成支援のための有効
な方策の検討

・その他センターの業務に関する重要
事項の検討

キャリア形成プログラムWG

女性医師相談WG

・奨学金受給者等
の医師のキャリア
形成

・医師不足状況等
の把握・分析
・医師不足病院の
支援
・臨床研修医の　
確保対策の充実

・女性医師等の相
談への対応

太田　茂　滋賀県医師キャリアサポートセンター専任医師

冨永　芳德　滋賀県医師キャリアサポートセンター運営委員長
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滋賀県医師キャリアサポートセンターの開設について
－滋賀県への医師定着を目指して－

で
き
て
、ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
設
な
ど
、他
の

業
務
に
従
事
す
る
余
裕
が
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　

業
務
を
洗
い
出
し
て
、医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
マ
ン
パ
ワ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

各
病
院
の
状
況
を
か
な
り
正
確
に
把
握

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

苗
村　

県
が
把
握
で
き
る
の
は
、診
療
科
ご
と
の

医
師
数
、常
勤
・
非
常
勤
、男
女
く
ら
い
ま
で
で
、年

代
・
経
験
年
数
な
ど
を
調
べ
る
に
は
、病
院
の
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
、そ
こ
ま
で
は
ま
だ
難
し
い
と

思
い
ま
す
。女
性
医
師
の
活
用
な
ど
、自
ら
の
病
院

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
や
成
功
事
例
を
、病
院

協
会
や
大
学
の
医
局
と
情
報
共
有
し
て
い
た
だ
く

と
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

三
ッ
浪　

県
全
体
を
一
つ
の
医
療
供
給
シ
ス
テ
ム

と
し
て
動
か
す
た
め
に
は
、各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
状

況
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。

冨
永　

先
ほ
ど
お
話
し
ま
し
た
国
保
連
合
会
の
奨

学
金
制
度
は
、自
治
体
の
病
院
に
勤
務
す
る
と
い

う
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
病
院
と
御
自
身
の

志
向
と
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。少
し
余
裕

を
も
た
せ
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
乗
っ
て
専
門
医
や

博
士
号
を
取
得
し
た
後
に
勤
め
る
こ
と
も
可
能
な

シ
ス
テ
ム
に
す
る
と
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。専

門
医
を
取
っ
て
し
ま
え
ば
医
師
不
足
の
と
こ
ろ
に

行
っ
て
も
や
っ
て
い
け
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
指
導

医
の
い
な
い
病
院
に
は
行
き
づ
ら
い
の
で
、そ
う

い
う
こ
と
へ
の
配
慮
も
こ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
し
て
い
た
だ
け
た
ら
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。

　

臓
器
別
専
門
医
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、そ
の

認
定
病
院
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。病
院
の
中

に
は
認
定
病
院
で
な
い
中
小
の
病
院
も
あ
る
の

で
、ま
ず
専
門
医
を
取
得
し
、そ
れ
か
ら
行
く
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、専
門
医
の
認
定
病
院

ば
か
り
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
中
小
の
病
院
に

行
か
な
い
こ
と
は
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

滋
賀
県
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、県
に
残
っ
て
く
れ
る
若
い
医
師
に
、専
門

医
、総
合
医
い
ず
れ
の
道
へ
の
キ
ャ
リ
ア
も
し
っ

か
り
つ
け
ら
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
こ
ろ

で
、全
体
の
医
療
を
良
く
す
る
一
つ
の
機
動
力
な

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

冨
永　

総
合
診
療
医
と
し
て
の
専
門
医
を
目
指
す

人
は
む
し
ろ
、中
小
の
病
院
で
研
修
す
る
ほ
う
が

い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。臓
器
別
専
門
医
療
と

総
合
診
療
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
っ
て
育
成
す

る
シ
ス
テ
ム
を
滋
賀
県
で
構
築
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

ど
れ
く
ら
い
で
ア
ウ
ト
カ
ム
を
出
そ
う

と
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

苗
村　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
25
年
度
に
は
一
定
の

も
の
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。27
年
度
か
ら

義
務
年
限
の
あ
る
方
が
就
職
し
て
き
て
、内
容
が

よ
り
進
化
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、５
年
程
度
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
で
県
と
し
て
は
、寄
附
講
座
で
総
合
内
科
・

外
科
を
形
成
し
て
い
た
だ
き
、三
ッ
浪
先
生
の
と

こ
ろ
で
も
家
庭
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
れ
ら
も
総
合
診
療

医
の
養
成
に
は
重
要
な
も
の
と
し
て
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
も
の

が
固
ま
っ
て
く
る
の
に
あ
と
２
、３
年
は
か
か
る

と
思
い
ま
す
。そ
れ
ら
全
て
が
連
動
し
て
い
け
ば
、

少
し
ず
つ
総
合
医
も
誕
生
す
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

来
見　

総
合
内
科
学
・
外
科
学
講
座
は
各
科
か
ら

の
専
門
医
が
集
ま
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。そ
の
中

に
総
合
医
は
い
ま
せ
ん
。総
合
医
を
育
て
て
い
く

た
め
に
は
、自
分
た
ち
が
ま
ず
総
合
化
し
て
い
く

と
い
う
意
識
を
持
た
な
い
と
そ
う
な
っ
て
い
き

ま
せ
ん
。滋
賀
県
の
病
院
は
す
べ
て
専
門
医
の
集

合
体
で
す
が
、そ
の
中
で
診
療
科
の
垣
根
を
取
り

払
っ
て
い
か
な
い
と
地
域
医
療
は
再
生
し
な
い
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く
と
、総
合
化
は

必
然
的
に
で
き
て
き
ま
す
。そ
う
い
っ
た
意
識
改

革
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

来
見
先
生
が
お
ら
れ
る
滋
賀
病
院
で
、

朝
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、様
々
な
専
門
医
が

一
人
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
て
い
る

様
子
を
見
て
い
る
と
、総
合
的
な
意
見
が
出
て
き

て
、こ
こ
で
育
つ
若
い
医
師
は
総
合
医
に
な
っ
て

い
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。そ
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
一
緒
に
総

合
医
を
育
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
す

ね
。そ
う
い
う
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
進
む
よ
う
に
こ

の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
大
き
く
貢
献

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
開
催
日
：
平
成
25
年
１
月
11
日
）

す
る
制
度
で
、診
療
科
に
関
係
な
く
受
給
で
き
ま

す
。約
80
％
が
県
内
に
定
着
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

県
の
奨
学
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は
、初
期
・
後
期
５

年
間
の
研
修
を
し
た
後
、４
年
間
は
県
が
指
定
す

る
病
院
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
中
に
は

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
の
で
、病
院
で
働
き
な
が
ら
臓
器
別
の
専
門

医
を
目
指
す
ほ
か
に
、９
年
間
の
中
で
大
学
院
で

の
研
究
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に
大
学
院
へ
行
け

る
よ
う
、道
が
二
通
り
あ
っ
た
ほ
う
が
奨
学
金
の

魅
力
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

苗
村　

９
年
の
義
務
年
限
の
あ
る
方
は
、平
成
27

年
度
か
ら
就
職
さ
れ
ま
す
。今
の
仕
組
み
は
診
療

従
事
が
中
心
で
す
の
で
、大
学
院
に
お
け
る
研
究

に
も
対
応
す
る
に
は
、今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
た

上
で
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。ま
ず
は
、滋
賀
県
出
身
者
で
推
薦
入
学
さ

れ
た
方
、さ
ら
に
県
の
奨
学
金
を
受
給
し
て
お
ら

れ
る
方
に
対
し
て
、県
内
に
定
着
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
、そ
の
次
の
段

階
で
奨
学
金
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
枠
で
な
い
方
や
奨
学
金
を
も
ら
っ

て
お
ら
れ
な
い
方
、滋
賀
医
科
大
学
以
外
の
方
も
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
乗
り
た
い
と
い
う
方
は
遠
慮

な
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

専
門
医
、総
合
医
、そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
を
目
指
し
て

三
ッ
浪　

県
内
に
残
っ
て
い
る
研
修
医
の
中
で
女

性
は
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

太
田　

県
内
の
研
修
医
の
約
30
％
が
女
性
で
す
。

三
ッ
浪　

女
性
医
師
の
支
援
で
す
が
窓
口
を
開
か

れ
て
い
て
反
応
は
あ
り
ま
す
か
。

苗
村　

ま
だ
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
の
で
、病
院
協
会
と
相
談
し
な
が
ら
女

性
医
師
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

冨
永　

滋
賀
医
科
大
学
や
医
師
会
、病
院
協
会
か

ら
女
性
医
師
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、第
１
回

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
昨
年
12
月
に
開
催
し
ま

し
た
。ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、

女
性
医
師
の
参
加
を
い
か
に
し
て
多
く
し
て
い
く

か
を
議
論
し
ま
し
た
。今
後
、い
ろ
い
ろ
な
組
織
と

連
携
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

三
ッ
浪　

医
師
不
足
の
対
策
に
つ
い
て
で
す
が
、

来
見
先
生
か
ら
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

来
見　

た
ち
ま
ち
、現
場
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
は
麻
酔
科
の
医
師
で
す
が
、定
期
の
手
術
は
通

常
勤
務
の
時
間
内
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、女
性
医

師
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。就
業

者
が
増
え
れ
ば
常
勤
の
麻
酔
科
医
師
に
も
余
裕
が

ら
っ
て
い
る
方
た
ち
に
も
道
を
開
こ
う
と
い
う
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。

三
ッ
浪　

大
学
院
も
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
を
育
て
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

よ
り
魅
力
あ
る
奨
学
金
制
度
な
ど
も

検
討
の
対
象
に

三
ッ
浪　

医
師
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

５
つ
の
事
業
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、開
設
さ
れ
て
３
ヶ
月
経
っ
て
順
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
か
。

苗
村　

９
月
に
開
設
し
ま
し
て
、現
在
ま
で
に
総

合
相
談
窓
口
、女
性
医
師
の
方
々
の
窓
口
に
つ
い

て
は
、ｅ
メ
ー
ル
を
使
っ
た
も
の
を
立
ち
上
げ
、相

談
に
つ
い
て
は
滋
賀
医
科
大
学
の
担
当
か
ら
返
答

を
い
た
だ
く
形
を
作
っ
て
い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
形

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、

間
も
な
く
検
討
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

三
ッ
浪　

セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
の
は
、ま
ず
地
域
枠
の
卒
業
生

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

苗
村　

滋
賀
県
出
身
で
推
薦
入
学
さ
れ
た
方
の
約

70
％
が
県
内
に
お
ら
れ
ま
す
。昨
年
ま
で
は
年
間

９
人
く
ら
い
で
し
た
が
、今
年
10
数
人
ま
で
増
や

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ま
ず
こ
う
い

う
人
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
、県
が
奨
学
金
を
出
し
て

県
の
指
定
す
る
病
院
に
残
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
、義
務
年
限
の
あ
る
方
で
す
ね
。

冨
永　

滋
賀
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
で

も
、滋
賀
医
科
大
学
の
５
、６
年
生
と
臨
床
研
修
医

に
対
し
て
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。奨
学

金
を
受
け
た
年
数
だ
け
県
内
の
公
立
病
院
で
勤
務

三ッ浪　健一　滋賀医科大学家庭医療学講座教授

来見　良誠　滋賀医科大学総合外科学講座教授
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「いつどこで倒れても大丈夫な脳卒中診療体制の整備」を目指す
滋賀県脳卒中診療連携体制整備事業

「
い
つ
ど
こ
で
倒
れ
て
も
大
丈
夫
な
脳
卒
中
診
療
体
制
の
整
備
」を
目
指
す   

  

滋
賀
県
脳
卒
中
診
療
連
携
体
制
整
備
事
業

脳
神
経
外
科
学
講
座
　
教
授
　
野の

ざ

き﨑　

和か
ず
ひ
こ彦

高
齢
化
に
伴
い
増
加
が
予
測
さ
れ
る

脳
卒
中
発
症
件
数

　

が
ん
、心
臓
病
に
次
い
で
、国
民
の
死
因
の
第
３

位
を
占
め
る
脳
卒
中
は
、後
遺
症
が
残
り
や
す
く
、

要
介
護
や
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
の
第
１
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
の
脳
卒
中
死
亡
者
数
は
年
間
約

１
２
０
０
人
前
後
で
、脳
梗
塞
や
脳
出
血
に
よ
る

死
亡
率
は
、男
女
と
も
全
国
値
と
同
様
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。発
症
数
に
つ
い
て
み
る
と
、初
発

脳
卒
中
は
年
間
約
３
３
０
０
例
、再
発
を
含
め
る

と
年
間
約
６
０
０
０
例
発
症
し
て
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、滋
賀
県
の
65
歳
以
上
人
口
の

増
加
率
が
全
国
第
５
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
都
道
府

県
の
将
来
推
計
人
口　

平
成
19
年
５
月
推
計
）、高

齢
化
に
伴
っ
て
脳
梗
塞
を
中
心
に
脳
卒
中
の
増
加

傾
向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

発
症
後
3
時
間
以
内
の
超
急
性
期
脳
梗
塞
の
症

例
で
は
、血
栓
溶
解
薬
ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ（
t
‐
PA
）

の
投
与
が
有
効
な
治
療
法
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、経
験
を
積
ん
だ
専
門
医
師
が
適
切

関
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
脳
卒
中
医
療
に
関
す
る
県
内
デ
ー
タ
で

把
握
で
き
て
い
る
の
は
死
亡
者
数
の
み
で
、評
価
・

な
設
備
を
備
え
た
施
設
に
お
い
て
、適
応
要
件
を
満

た
す
場
合
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

治
療
の
対
象
と
な
る
脳
梗
塞
の
発
症
率
が
他
県

に
比
べ
て
低
い
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
高
度
な
治
療

が
行
え
る
日
本
脳
卒
中
学
会
認
定
研
修
教
育
病
院

分
析
に
必
要
な
悉し
っ
か
い皆
的
な（
す
べ
て
残
ら
ず
行
う

よ
う
な
）調
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

脳
卒
中
に
関
す
る

医
療
デ
ー
タ
を

悉
皆
的
に

収
集
・
解
析

　

滋
賀
県
地
域
医
療

再
生
計
画
の
中
の「
脳

卒
中
診
療
連
携
体
制

整
備
事
業
」は
、（
１
）

滋
賀
県
脳
卒
中
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
設
置
に

よ
り
、滋
賀
県
の
脳

卒
中
に
関
す
る
医
療

デ
ー
タ
を
収
集
・
解

析
し
、（
２
）脳
卒
中

に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
な
が
ら

市
民
啓
発
活
動
を

行
い
、（
３
）新
た
な

医
療
施
策
を
提
言

す
る
た
め
の
基
盤

整
備
に
取
り
組
む

と
い
う
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
５
月

に
滋
賀
医
科
大
学

に
滋
賀
脳
卒
中

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、脳
卒

中
医
療
情
報
の
収

集
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
後
、
集

の
人
口
当
た
り
の
比
率
が
近
畿
圏
で
は
最
も
高
い

滋
賀
県
に
お
い
て
、ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
の
推
定
使
用

症
例
数
は
10
万
人
当
た
り
１
２
．８
人
で
、全
国
平

均
の
１
７
．９
人
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
を
使
用
し
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、３
時
間
以
内
の
時
間
的
制
限
を
越
え

て
搬
送
さ
れ
て
き
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
最
も
多

く
、全
体
の
46
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
圏
ご
と
の
脳
卒
中
診
断
治
療
体
制
の
整
備

を
行
っ
て
、ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
実
施
可
能
医
療
機

ま
っ
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、県
内
の
脳
卒
中

診
療
動
向
を
把
握
し
た
う
え
で
、医
療
連
携
体

制
の
整
備
に
取
り
組
み
、そ
の
効
果
に
つ
い
て

評
価
・
改
善
を
行
っ
た
り
、県
民
へ
の
情
報
公
開

や
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

収
集
対
象
と
な
る
医
療
デ
ー
タ
は
、脳
卒
中

の
危
険
因
子
と
い
わ
れ
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

心
疾
患
な
ど
の
有
無
や
治
療
歴
、脳
卒
中
発
症

時
の
時
間
や
状
況
、症
状
、発
症
部
位
や
タ
イ
プ

（
血
管
が
詰
ま
っ
て
い
る
タ
イ
プ
か
、出
血
し
て

い
る
タ
イ
プ
か
な
ど
）、治
療
内
容（
点
滴
、手

術
、リ
ハ
ビ
リ
な
ど
）と
退
院
時
の
後
遺
症
の
有

無
と
症
状
、退
院
時
の
治
療
内
容
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、登
録
者
の
生
死
や

後
遺
症
の
発
症
の
有
無
、社
会
復
帰
の
有
無
に

つ
い
て
追
跡
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
脳
卒
中
発
症
登
録
は
、す
で
に
秋
田
県
や

栃
木
県
、京
都
府
、宮
崎
県
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、全
域
に
わ
た
る
悉
皆
性
が
高
い
正
確
な

デ
ー
タ
の
収
集
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。滋
賀
県

は
比
較
的
人
口
の
流
動
が
少
な
く
、疫
学
調
査
の

た
め
の
デ
ー
タ
が
集
め
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
は
、県
内
約
40
の
医
療
機

関
を
訪
ね
て
説
明
を
行
い
、調
査
へ
の
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。対
象
と
な
る
の
は
、脳
卒
中
急
性
期

医
療
機
関
、神
経
内
科
あ
る
い
は
脳
神
経
外
科
が

あ
る
医
療
機
関
、救
急
告
示
病
院
で
、承
諾
い
た
だ

い
た
医
療
機
関
に
は
、滋
賀
脳
卒
中
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
定
期
的
に
派
遣
し
て
、「
地

域
が
ん
登
録
」に
準
じ
る
方
法
で
デ
ー
タ
登
録
を

行
い
ま
す
。

　

カ
ル
テ
閲
覧
許
可
を
得
て
、保
険
病
名
か
ら
脳

卒
中
の
疑
い
の
あ
る
患
者
を
抽
出
し
、専
用
の
端

脳神経外科学講座　教授
野﨑　和彦

平
成
25
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る「
第
２
次
健
康
日
本
21
」に
は
、
脳
卒
中
死
亡
率
の
減
少
や
健
康
寿
命
の
延
伸
、
高
齢
者
の
要
介
護
率
の
減
少
な
ど
が
新
た

な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、医
療
費
や
介
護
を
要
す
る
脳
卒
中
診
療
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
中
、滋
賀
県
で
は
平
成
24
～
25
年
度
の
地
域
医
療
再
生
計
画（
三

次
医
療
圏
）と
し
て「
脳
卒
中
診
療
連
携
体
制
整
備
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
24
年
５
月
に
滋
賀
脳
卒
中
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
滋
賀
医
科
大
学
内
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
脳
卒
中
医
療
の
現
状
や
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
脳
神
経
外
科
学
講
座
の
野
﨑
和
彦
教
授
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

香川
島根
徳島
大分
静岡
山形
山口
岡山

鹿児島
高知
鳥取

北海道
宮崎
茨城
秋田
福岡
長野
福井
大阪
広島
奈良
兵庫
熊本

和歌山
佐賀
山梨
京都
宮城
長崎
愛媛
群馬
福島
青森
石川
東京
新潟
富山

神奈川
愛知
三重
岐阜
滋賀
千葉
埼玉
沖縄
岩手
栃木
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「いつどこで倒れても大丈夫な脳卒中診療体制の整備」を目指す
滋賀県脳卒中診療連携体制整備事業

末
や
登
録
用
紙
を
使
っ
て
手
作
業
で
デ
ー
タ
を
収

集
し
ま
す
。県
内
で
発
症
し
、県
外
の
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
た
場
合
は
県
外
医
療
機
関
も
対
象
と

し
、ま
た
、在
宅
に
至
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
そ
の
流
れ
を
す
べ
て
採
録
し
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
個
人
情
報
保
護
を
徹
底

　

脳
卒
中
の
発
症
か
ら
一
定
期
間
に
亡
く
な
っ
た

人
の
割
合
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、住
民
票
と
死

亡
個
票
を
閲
覧
し
て
、生
死
と
ど
の
よ
う
な
病
気

が
原
因
で
亡
く
な
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
登
録
し

ま
す
。

　

後
遺
症
に
つ
い
て
は
発
症
か
ら
半
年
以
上
経
た

な
い
と
正
確
な
評
価
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、転
院

先
の
医
療
機
関
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設
な
ど
で
登
録
を

行
い
ま
す
。ま
た
、県
や
市
町
役
場
が
把
握
し
て
い

る
社
会
復
帰
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
も
、必
要

な
手
続
き
を
経
て
提
供
を
依
頼
し
ま
す
。

医
療
機
関
で
す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
遂
行
す
る
こ

と
は
不
可
能
な
の
で
、地
域
の
複
数
の
医
療
資
源

を
有
効
に
使
っ
て
脳
卒
中
診
療
連
携
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
改
正
医
療
法
で
、４
疾
病
５
事
業

に
お
い
て
医
療
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
な

り
、脳
卒
中
に
お
い
て
も
都
道
府
県
ご
と
に
体
制

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。脳
卒
中
を
対
象

と
し
て
地
域
連
携
診
療
計
画
管
理
料
を
算
定
す
る

た
め
の
条
件
の
１
つ
と
し
て
、連
携
施
設
間
で
使

用
す
る「
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
」の
策
定

が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
は
、発
症
か
ら

急
性
期
、回
復
期
、維
持
期
ま
で
、切
れ
目
の
な
い

治
療
を
受
け
る
た
め
の
診
療
計
画
表
で
、患
者
さ

ん
の
病
状
や
障
害
の
内
容
、日
常
生
活
評
価
な
ど

を
ス
タ
ッ
フ
が
書
き
込
ん
で
、治
療
や
在
宅
支
援

に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
を
共
有

し
、医
療
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
評
価
・
改
善
し
な

が
ら
、適
切
な
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
大
津
市
と
東
近
江
市
が
脳
卒
中
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス
を
運
用
し
て
い
ま
す
が
、滋
賀
県
で
は

県
下
で
統
一
し
た
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
作
成
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
診
療
の
標
準
化
・
均
て
ん
化
を
目
指
し
て

　

滋
賀
脳
卒
中
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
当
た

り
、柏
木
厚
典
附
属
病
院
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
こ

と
で
、大
学
と
し
て
継
続
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
診
療
連
携
体
制
整
備
事
業
で
は
、再
来

年
の
３
月
ま
で
の
２
年
間
で
コ
ホ
ー
ト
集
団（
共

通
し
た
因
子
を
持
ち
、観
察
対
象
と
な
る
集
団
）を

　

複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
登
録
の
重
複
に
対
応
し
、

一
定
期
間
後
の
状
況
を
評

価
す
る
た
め
、個
人
を
特

定
す
る
の
に
必
要
な
個
人

情
報（
氏
名
、生
年
月
日
、性

別
、住
所
）も
登
録
さ
れ
ま

す
。個
人
情
報
の
漏
え
い
や

紛
失
を
避
け
る
た
め
、脳
卒

中
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、情
報

収
集
や
登
録
情
報
を
扱
う

ス
タ
ッ
フ
は
、国
立
大
学
法

人
法
お
よ
び
刑
法
、保
健
師

助
産
師
看
護
師
法
の
い
ず

れ
か
で
法
的
な
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
本
学

の
職
員（
非
常
勤
を
含
む
）

で
、担
当
者
に
は
個
人
情
報

保
護
に
関
す
る
教
育
を
行

い
、誓
約
書
の
提
出
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
集
め
た
情
報

を
登
録
し
て
、脳
卒
中
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
専
用
の
装
置
に

保
管
し
ま
す
。外
部
へ
の

デ
ー
タ
流
出
を
避
け
る
た
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
は
接
続
し
な
い
ほ
か
、第
三
者
が
不
正
に
デ
ー

タ
を
入
手
し
て
も
解
読
で
き
な
い
よ
う
な
処
理
を

行
い
ま
す
。脳
卒
中
発
症
登
録
で
は
個
人
識
別
情

報
が
使
用
さ
れ
ま
す
が
、登
録
後
に
個
人
情
報
を

削
除
し
、脳
卒
中
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
解
析
を
行

い
、調
査
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

作
り
ま
す
。そ
の
後
、こ
の
集
団
を
１
年
毎
に
調
査

し
て
ど
う
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
を
追
跡
、５

年
後
に
ま
た
新
規
発
症
の
コ
ホ
ー
ト
集
団
を
作

り
、ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
疫
学
的
調
査
を

行
え
る
よ
う
、社
会
医
学
講
座
の
三
浦
克
之
教
授

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。滋
賀
医
科
大
学

に
来
年
度
、開
設
さ
れ
る
疫
学
セ
ン
タ
ー
に
引
き

継
い
で
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、県
民
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、臨
床
看
護

学
講
座
の
宮
松
直
美
教
授
が
担
当
し
、県
民
の
意

識
が
事
業
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に

つ
い
て
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
滋
賀
脳
卒
中
ネ
ッ
ト
」

（http://w
w

w
.shigastroke.net

）
な

ど
で
、県
民
に
治
療
方
法
の
紹
介
や
予

防
、滋
賀
の
治
療
体
制
の
現
状
な
ど
を

公
開
し
て
、倒
れ
た
ら
ど
こ
に
行
け
ば

い
い
か
を
つ
ね
に
頭
に
入
れ
て
お
い
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
滋
賀
脳
卒
中
ネ
ッ
ト
」上
で
、ま
ず

医
療
機
関
向
け
の
解
析
情
報
等
の
提

供
を
開
始
し
、自
院
の
登
録
状
況
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。ま

た
、５
月
の
脳
卒
中
週
間
に
は
、脳
卒

中
予
防
啓
発
の
た
め
の
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。こ
こ
で
は
、本

事
業
の
進
展
状
況
の
公
開
、特
別
講

演
、ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
脳
卒
中
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

目
標
と
す
る
の
は「
い
つ
ど
こ
で
倒

れ
て
も
大
丈
夫
な
脳
卒
中
診
療
体
制
の

滋
賀
県
統
一
脳
卒
中

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
検
討
も

　

脳
卒
中
の
治
療
に
は
、発
症
か
ら
急
性
期
、回
復

期
、維
持
期
の
在
宅
ま
で
、一
貫
性
と
継
続
性
の
あ

る
治
療
と
ケ
ア
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、１
つ
の

整
備
」で
す
。そ
の
た
め
に
は
、脳
卒
中
診
療
を
滋

賀
県
全
体
で
標
準
化
・
統
一
化
し
、均
て
ん
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
の
脳
卒
中
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
み
る

と
、専
門
医
の
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
す

が
、医
療
機
関
、専
門
医
が
偏
在
し
て
い
る
こ
と
が

課
題
で
す
。ま
た
、専
門
医
１
～
２
人
の
体
制
で

は
、超
急
性
期
脳
卒
中
診
療
は
行
え
な
い
た
め
、資

源
を
集
約
し
て
県
内
の
何
カ
所
か
で
高
度
な
チ
ー

ム
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

脳卒中診療連携体制整備事業計画
（平成24－25年度）　 滋賀医科大学担当

急性期基幹病院
最新治療提供 最新治療提供

多機能手術
顕微鏡
脳血流検
査装置

バイプレーン
脳血管撮影装置

情報・映像
中継システム

情報・映像
中継システム

電子カルテサーバー

電子カルテサーバー

メインサーバー 受信配信シス
テム

データセンター回復期・慢性期基幹病院
リハビリテーション
入院・通所

電子カルテサーバー

市民啓発
社会復帰
再発予防
情報提供
啓発セミナー
市民参加型フォーラム

かかりつけ医
情報提供・共有

いつどこで倒れても大丈夫な
脳卒中診療体制

救急搬送

在宅ケア 在宅ケア

リハビリテーション
入院・通所

電子カルテサーバー

公立高島総合病院

守山市民病院

野洲病院

湖東記念病院

彦根市立病院

市立長浜病院

長浜赤十字病院

済生会滋賀県病院

公立甲賀病院

草津総合病院

大津赤十字病院

大津市民病院

つかだ内科クリニック おうみクリニック

滋賀県立
成人病センター

滋賀医科大学
医学部附属病院

近江八幡市立
総合医療センター

30名脳卒中学会　専門医　分布図
2011年9月現在
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先端知識と緩和ケアのマインドを兼ね備えた
医療人の育成を目指して

先
端
知
識
と
緩
和
ケ
ア
の
マ
イ
ン
ド
を
兼
ね
備
え
た

医
療
人
の
育
成
を
目
指
し
て

医
療
文
化
学
講
座（
哲
学
）　
教
授
　
室む

ろ

じ寺　

義よ
し
ひ
と仁

若
手
宗
教
者
と
緩
和
医
療
を
学
ぶ
ユ
ニ
ー
ク
な

「
医
の
倫
理
」

　

滋
賀
医
科
大
学
の
医
学
科
と
看
護
学
科
の
４
年

生
を
対
象
に
開
講
さ
れ
る
合
同
講
義「
医
の
倫
理

Ⅲ
／
宗
教
学
」は
、８
年
前
に
前
任
者
の
早
島
理
教

授
と
、浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ビ
ハ
ー
ラ
活
動（
※
）者

養
成
研
修
専
門
部
会
委
員
の
長
倉
伯
博
さ
ん
が
協

力
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

　

本
学
の
教
員
数
名
と
附
属
病
院
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ほ
か
、学
外
か
ら
宗
派

を
問
わ
ず
ビ
ハ
ー
ラ
実
践
を
志
す
若
手
僧
侶
、あ

る
い
は
医
療
現
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
活
動

し
て
い
る
宗
教
者
が
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。全
国
の
医
学
部
で
さ
ま
ざ
ま
な
緩
和
医
療（
終

末
期
医
療
を
含
む
）の
講
義
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、医
療
者
と
宗
教
者
が
共
同
で
学
ぶ
講
義
は

非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
す
。

　

講
義
で
は
、10
名
以
下
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た

「
模
擬
医
療
チ
ー
ム
」を
作
っ
て
、医
学
生
、看
護
学

生
、宗
教
者
が
協
力
し
な
が
ら
、課
題
と
し
て
出
さ

れ
た
緩
和
医
療
の
具
体
的
な
症
例
問
題
に
、討
論

や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
し
て
取
り
組
み
ま

す
。医
療
を
学
ぶ
者
と
ビ
ハ
ー
ラ
を
学
ぶ
者
の
対

話
・
討
論
を
通
じ
て
、緩
和
医
療
チ
ー
ム
に
宗
教
者

う
人
た
ち
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
倫
理
は
西
洋
か
ら
入
っ
た
も
の
で
、例
え

ば「
生
命
倫
理
４
原
則
」も
英
語
か
ら
の
翻
訳
で
す

が
、私
は
東
洋
的
な
視
点
で
医
の
倫
理
を
も
う
一

度
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。仏
教
だ
け
で
な
く
、漢
文
化
圏
の「
仁
」や
儒
教

の「
仁
愛
」、あ
る
い
は
老
子
や
荘
子
の
万
物
一
つ

「
万
物
斉
同
」と
い
う
思
想
な
ど
、東
洋
の
思
想
の

中
で
の「
医
」に
つ
い
て
の
考
え
方
も
教
授
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

医
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、仏
教
的
な
こ
と
、東

洋
的
な
こ
と
、日
本
的
な
こ
と
も
広
く
教
養
と
し
て

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。実
際
に
医

療
の
現
場
で
は
患
者
さ
ん
と
会
話
を
交
わ
せ
る
時

が
参
加
す
る
意
義
と
、宗
教
者
が
終
末
期
医
療
に

つ
い
て
学
ぶ
必
要
性
に
つ
い
て
、相
互
に
気
付
き

が
あ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

早
島
先
生
が
始
め
ら
れ
た
医
学
倫
理
の
講
義

は
、本
学
が
全
国
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
れ
を

継
承
し
て
い
け
る
こ
と
に
非
常
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。医
学
生
や
看
護
学
生
の
み
な
さ
ん

に
は
、ま
ず
医
療
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
宗
教
家

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
」と
は
、仏
教
徒
が
医
療
・
福
祉
ス
タ
ッ
フ
と

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、終
末
期
の
患
者
さ
ん
や
家
族
の

不
安
に
共
感
し
、少
し
で
も
そ
の
苦
悩
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る

活
動
で
、１
９
８
７
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
で
は
各
地
に
ビ

ハ
ー
ラ
活
動
の
団
体
が
作
ら
れ
、病
院
や
高
齢
者
施
設
な
ど
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
的
、東
洋
的
な
視
点
で「
医
」を
見
つ
め
直
す

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
で
特
別
講
義
を
行
っ
て

い
た
頃
か
ら
、最
先
端
の
知
識
・
技
術
を
学
び
な
が

ら
特
に
緩
和
ケ
ア
の
マ
イ
ン
ド（
地
域
医
療
の
マ

イ
ン
ド
を
含
む
）を
兼
ね
備
え
た
医
療
人
の
教
育

に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。自
分
の
研
究
を
、

間
は
そ
う
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、人
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
和
や
か
な
ふ
れ
あ
い
が

で
き
る
医
療
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。米
国

の
医
科
大
学
で
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、専
門
教

育
に
入
っ
て
い
く
に
従
っ
て
、他
者
に
共
感
す
る
感

性
や
鋭
敏
さ
が
下
が
っ
て
い
く
そ
う
で
す
が
、医
学

教
育
の
出
発
点
で
共
感
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
の
現
場
に
出
る
ま
で
、看
取
り
を
し
た
こ

と
の
な
い
医
療
人
が
多
い
中
で
、命
の
問
題
を
大

学
の
医
学
部
の
教
育
と
し
て
や
っ
て
い
く
の
は
と

て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。し
か
し
、イ
ン
ド
仏
教
の

古
典
学
を
専
門
に
研
究
し
て
、古
の
賢
人
た
ち
の

教
え
が
２
０
０
０
年
、３
０
０
０
年
と
続
い
て
き

て
、そ
こ
に
は
比
喩
的
な
意
味
で
命
が
つ
な
が
っ

て
い
て
、時
代
が
変
わ
っ
て
も
人
で
あ
る
限
り
伝

わ
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。亡
く
な
る

他
者
の「
い
の
ち
」を
、わ
が「
こ
こ
ろ
」に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
も
、医
療
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
教
え
を
授
業

の
中
で
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、他
者
と
自
分
を
区
別
を
し
な
い
仏
教

の「
無
我
の
境
地
」に
ケ
ア
マ
イ
ン
ド
が
あ
り
、自
他

の
区
別
な
く
万
物
一
つ
、分
け
隔
て
な
い
中
に
自

分
を
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
か
、区
別
せ
ず
に
相
手

の
気
持
ち
に
寄
り
添
え
な
い
か
と
い
っ
た
、心
の

柔
ら
か
さ
を
作
っ
て
い
け
る
よ
う
、思
考
の
繰
り

返
し
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

良
き
医
療
人
と
し
て
花
開
く
こ
と
を
願
っ
て

　

看
護
学
科
の
３
年
生
編
入
の
授
業
で
は
、ま
ず

「
さ
く
ら
」の
話
か
ら
始
め
ま
し
た
。「
さ
く
ら
」の

語
源
は
、「
咲
く
」と
い
う
動
詞
に
接
尾
語
の「
ら
」

が
添
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
さ
」を
農

医
療
の
現
場
や
医
療
人
の
育
成
に
ど
の
よ
う
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
か
を
つ
ね
に
考
え
な
が

ら
、教
育
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、緩
和
医
療
の
中
で
医
療
者
と
宗
教
者
が

ど
の
よ
う
に
協
力
体
制
を
構
築
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
、研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。宗
教
家
も
い
っ

し
ょ
に
活
動
で
き
る
医
療
体
制
を
整
え
る
の
は
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、医
学
倫
理
を
学

ん
で
宗
教
者
の
必
要
性
を
認
め
て
く
れ
た
医
学
生

が
、将
来
、緩
和
医
療
の
現
場
で
い
っ
し
ょ
に
働
け

る
資
格
を
持
っ
た
宗
教
者
を
育
て
た
り
、そ
う
い

耕
と
関
わ
り
の
深
い
山
の
神
の
意
に
捉
え
、「
さ
」

の「
座（
く
ら
）」、す
な
わ
ち
山
か
ら
里
の
田
畑
に

稔
り
を
も
た
ら
す
山
の
神
が
宿
る
花
と
す
る
説
も

あ
り
、わ
が
国
で
は
特
に
、人
々
の
暮
ら
し
と
自
然

が
強
く
結
び
つ
い
た
地
域
社
会
を
形
成
し
て
き
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

花
は
い
ず
れ
散
っ
て
地
に
戻
り
、新
し
い
命
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
が
、孤
独
死
や
無
縁

社
会
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
今
の
世
の
中
で
、

医
療
人
を
目
指
す
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、自
然

と
結
び
つ
き
な
が
ら
私
た
ち
の
営
み
が
あ
る
こ
と

を
も
う
一
度
振
り
返
り
な
が
ら
、教
養
教
育
に
臨

ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の「
さ
く
ら
」の
話
に
は
、学
生
一
人

ひ
と
り
を
桜
の
つ
ぼ
み
に
例
え
て
、学
び
と
出
会

い
の
中
か
ら
、何
か
素
晴
ら
し
い
も
の
を
心
に
宿

し
て
、一
つ
ひ
と
つ
の
つ
ぼ
み
が
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

最
先
端
の
知
識
・
技
術
を
駆
使
し
な
が
ら
も
、人

の
世
の
営
み
が
自
然
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と

い
う
眼
差
し
と
ケ
ア
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
医
療

人
と
な
っ
て
、美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

医療文化学講座（哲学）　教授
室寺　義仁

平
成
24
年
９
月
に
着
任
さ
れ
た
室
寺
義
仁
教
授
は
、
イ
ン
ド
仏
教
の
古
典
学
の
研
究
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
で
、「
仏
教
の
立
場
か
ら

み
た
生
と
死
」「
仏
教
の
無
常
観
ー
ブ
ッ
ダ
を
始
め
と
す
る
高
僧
た
ち
の
死
の
理
解
ー
」と
い
う
テ
ー
マ
の
特
別
授
業
を
行
っ
た
り
、
高
野
山
大
学
で
は
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ケ
ア
学
科
の
主
任
と
し
て
、
僧
侶
志
望
の
学
生
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

滋
賀
医
科
大
学
で
は
、
医
学
概
論
の
ほ
か
哲
学
特
論
、
宗
教
者
を
交
え
て
緩
和
医
療
を
学
ぶ「
医
の
倫
理
」を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
生
命
倫
理
の
4
原
則
」の
考
え
方
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス（
紀
元
前
4
6
0

－

3
7
5
年
頃
）の

「
誓
い
」の一節 〔
ギ
リ
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
同
じ
節
の
邦
訳
2
例
〕

「
私
が
自
己
の
能
力
と
判
断
と
に
従
っ
て
医

療
を
施
す
の
は
、患
者
の
救
済
の
た
め
で
あ
り
、

損
傷
や
不
正
の
た
め
に
は
こ
れ
を
慎
む
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。」

〔
大
橋
博
司
訳
〕

「
養
生
治
療
を
施
す
に
あ
た
っ
て
は
、能
力
と

判
断
の
及
ぶ
か
ぎ
り
患
者
の
利
益
に
な
る
こ
と

を
考
え
、危
害
を
加
え
た
り
不
正
を
行
う
目
的

で
治
療
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。」 

〔
大
槻
マ
ミ
太
郎
訳
〕
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免疫難病の治療への可能性を開く
免疫細胞の「動き」を標的とした免疫制御法の開発を目指して

免
疫
難
病
の
治
療
へ
の
可
能
性
を
開
く

免
疫
細
胞
の「
動
き
」を
標
的
と
し
た
免
疫
制
御
法
の
開
発
を
目
指
し
て

生
命
科
学
講
座
　
生
物
学
　
教
授
　
平ひ

ら

た田　

多た

か

こ

佳
子

免
疫
細
胞
の
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
を

研
究
テ
ー
マ
に

　

本
来
、免
疫
応
答
は
病
原
体
か
ら
体
を
守
る
た

め
の
も
の
で
す
が
、自
身
の
細
胞
や
組
織
に
過
剰

に
反
応
し
て
攻
撃
を
加
え
て
し
ま
う
こ
と
で
、自

己
免
疫
疾
患
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、ア
レ
ル
ギ
ー
も
花
粉
な
ど
の
外
か
ら
の
抗

原
に
対
す
る
過
剰
反
応
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、自
己
免
疫
疾
患
を
治
療
す
る
た
め
に
、

免
疫
応
答
の
異
常
を
制
御
す
る
方
法
が
研
究
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、免
疫
関
連
の
難
病
に
対
す
る
有

効
な
治
療
法
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
開
発
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
、私
た
ち
が
注
目
し
て
き
た
の
は

免
疫
細
胞
が
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
か
と
い
う
こ

と
で
す
。こ
れ
ま
で
の
免
疫
関
連
疾
患
の
薬
は
ほ

と
ん
ど
が
、例
え
ば
リ
ン
パ
球
の
活
性
化
を
抑
え

る
と
い
っ
た
、細
胞
の
機
能
に
働
き
か
け
る
も
の

で
し
た
。免
疫
系
が
他
の
器
官
と
違
う
の
は
、細
胞

が
一
つ
の
組
織
に
固
定
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な

く
、体
の
中
を
動
き
ま
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
、

ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
か
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て

い
ま
す
。免
疫
細
胞
が
生
体
内
で
ど
の
よ
う
な
分

子
機
構
で
移
動
す
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、創

の
中
に
入
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。テ
ザ
リ
ン
グ
と

ロ
ー
リ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
の
が
セ
レ
ク
チ
ン
と

い
う
分
子
で
、活
性
化
に
は
ケ
モ
ア
ト
ラ
ク
タ
ン

ト
が
働
き
、イ
ン
テ
グ
リ
ン
が
活
性
化
し
て
接
着
、

潜
り
込
み
が
起
こ
る
と
い
う
多
段
階
の
反
応
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

　

血
管
内
皮
側
に
は
Ｐ
‐
セ
レ
ク
チ
ン
と
Ｅ
‐
セ
レ

ク
チ
ン
と
い
う
分
子
が
あ
り
、接
着
分
子
に
は
必

ず
相
手
方（
リ
ガ
ン
ド
）が
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の

研
究
で
、そ
の
相
手
方
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ｇ
Ｌ
‐
１
と
Ｃ

Ｄ
43
と
い
う
分
子
を
同
定
し
ま
し
た
。Ｐ
Ｓ
Ｇ
Ｌ
‐

１
を
欠
損
し
た
マ
ウ
ス
は
炎
症
初
期
に
は
血
管
内

で
ロ
ー
リ
ン
グ
が
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｇ
Ｌ
‐
１
は
リ
ン
パ
球
が
い
ろ
い
ろ
な
組

織
に
入
っ
て
い
く
時
に
も
必
要
で
、特
に
皮
膚
に

感
作
リ
ン
パ
球
が
浸
潤
し
て
い
く
時
に
必
要
で

す
。皮
膚
に
リ
ン
パ
球
が
浸
潤
す
る
の
は
、ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
炎
症
性
の
皮
膚
疾
患
に
多

く
み
ら
れ
、Ｐ
Ｓ
Ｇ
Ｌ
‐
１
と
Ｃ
Ｄ
43
を
欠
損
す
る

感
作
リ
ン
パ
球
は
皮
膚
に
浸
潤
す
る
こ
と
が
で
き

ず
炎
症
を
引
き
起
こ
し
ま
せ
ん
。

　

一
方
、感
作
さ
れ
て
い
な
い
ナ
イ
ー
ブ
Ｔ
細
胞

は
、Ｐ
Ｓ
Ｇ
Ｌ
‐
１
と
Ｃ
Ｄ
43
が
な
い
状
態
で
は

逆
に
接
着
や
増

殖
が
亢
進
し
ま

す
。ナ
イ
ー
ブ

な
状
態
と
抗
原

刺
激
を
受
け
て

感
作
さ
れ
た
状

態
で
は
、分
子

が
逆
の
作
用
を

持
つ
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

ナ
イ
ー
ブ
細
胞

で
は
接
着
や
増

薬
の
標
的
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
あ
る
細
胞
集
団（
サ
ブ
セ
ッ
ト
）を
特
定

の
場
所
に
行
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

細
胞
の
機
能
に
は
変
化
が
な
い
の
で
全
身
的
な
影

響
が
比
較
的
少
な
く
て
、あ
る
特
定
の
部
位
の
選
択

的
な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。機
能
を
対
象
と
し

て
い
る
今
ま
で
の
薬
と
組
み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と

で
、よ
り
大
き
な
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

リ
ン
パ
球
と
血
管
内
皮
の
相
互
作
用
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明

　

例
え
ば
皮
膚

に
炎
症
が
起
き

た
場
合
、
樹
状

細
胞
と
い
う
特

殊
な
細
胞
が
抗

原
を
取
り
込

み
、
輸
入
リ
ン

パ
管
を
通
っ
て

リ
ン
パ
節
に
移

動
し
ま
す
。
抗

原
に
特
異
的
な

リ
ン
パ
球
が
来

る
と
そ
こ
で
増

殖
を
抑
制
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、一

旦
感
作
さ
れ
る
と
リ
ン
パ
球
が
炎
症
組
織
に
入
っ

て
い
く
と
こ
ろ
を
媒
介
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、性
質
を
変

え
る
ス
イ
ッ
チ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
、特
に
タ
ン
パ
ク
質
を
修
飾
す
る

酵
素
に
着
目
し
て
、機
構
、分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
体
内
で
の
免
疫
細
胞
の
動
き
を
解
明
す
る
こ
と
で

免
疫
応
答
異
常
の
制
御
に
繋
げ
る

　

リ
ン
パ
球
は
組
織
か
ら
血
管
に
戻
る
場
合
、い

き
な
り
血
管
に
戻
ら
ず
リ
ン
パ
管
に
入
る
の
で
す

が
、こ
の
移
出
を
抑
え
て
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と

が
、免
疫
応
答
を
制
御
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
大

事
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｍ
タ
ン
パ
ク
質
は
細
胞
膜
の
直
下
に
あ
っ

て
、細
胞
膜
と
細
胞
骨
格
を
繋
い
で
い
る
分
子
で

す
が
、こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
タ
ン
パ
ク
質
が
移
出
に
か
か

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
最
近
見
い
だ
し
ま
し
た
。Ｅ

Ｒ
Ｍ
タ
ン
パ
ク
質
の
一
つ
で
あ
る
モ
エ
シ
ン
を
欠

損
す
る
マ
ウ
ス
は
、リ
ン
パ
球
が
リ
ン
パ
組
織
か

ら
出
る
移
出
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。現
在
、リ
ン
パ
球

が
ど
の
よ
う
に
し
て
リ
ン
パ
組
織
か
ら
全
身
循
環

に
戻
る
の
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
析
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

リ
ン
パ
球
を
含
む
免
疫
細
胞
の
移
動
に
関
し
て

は
未
だ
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。例
え
ば
組
織
の
中
で
ど
の
よ
う
に
動
く
か
、い

く
つ
か
の
ケ
モ
カ
イ
ン
に
出
会
っ
た
時
に
、ど
の
シ

グ
ナ
ル
に
従
う
か
を
ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
、留

ま
っ
た
り
離
れ
た
り
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
る
か
、ケ
モ
カ
イ
ン
を
輸
送
し
た
り

提
示
し
た
り
す
る
も
の
は
何
か
な
ど
、わ
か
ら
な
い

殖
が
始
ま
り
、増
殖
し
た
細
胞
は
少
し
性
質
を
変

え
て
全
身
に
戻
っ
て
行
き
ま
す
。性
質
が
変
わ
る

と
移
動
の
パ
タ
ー
ン
も
変
わ
り
、そ
れ
ま
で
は
循

環
し
て
い
た
も
の
が
炎
症
の
あ
る
と
こ
ろ
に
移
動

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

リ
ン
パ
球
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
血

管
か
ら
外
に
出
る
か
と
い
う
の
が
今
ま
で
の
研

究
テ
ー
マ
の
一
つ
で
す
。血
管
内
で
は
血
液
が
た

い
へ
ん
速
い
速
度
で
流
れ
て
い
て
、血
流
に
よ
る

非
常
に
大
き
な
力（
ず
り
応
力
）が
か
か
っ
て
い

ま
す
。リ
ン
パ
球
は
最
初
は
軽
く
血
管
内
皮
に
接

着
し
て（
テ
ザ
リ
ン
グ
）、次
に
ロ
ー
リ
ン
グ
し
て

そ
の
間
に
活
性
化
さ
れ
、し
っ
か
り
血
管
内
皮
に

接
着
し
て
、血
管
の
細
胞
の
間
に
潜
り
込
み
、組
織

こ
と
を
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

免
疫
細
胞
は
動
く
こ
と
で
機
能
を
発
揮
す
る

特
殊
な
細
胞
な
の
で
、生
体
内
で
ど
の
よ
う
に
動

い
て
ど
の
よ
う
に
止
ま
っ
て
ど
の
よ
う
に
離
れ

る
か
、そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
そ
れ
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、自
己
免
疫
疾
患
な

ど
の
免
疫
難
病
の
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

医
学
教
育
の
土
台
と
な
る
生
物
学
の
理
解
と

自
覚
的
学
習
姿
勢
の
育
成
の
た
め
に

　

生
物
学
の
講
義
で
は
、１
年
生
に
生
命
と
は

何
か
、生
物
と
し
て
の
ヒ
ト
と
は
何
か
を
探
求

し
て
、生
物
の
多
様
性
と
共
通
性
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。特
に
重
点
を

置
い
て
い
る
の
は
、生
物
に
は
階
層
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、細
胞
が
集
ま
っ
て
組
織
に
な
り
、

組
織
が
集
ま
っ
て
器
官
に
、器
官
が
集
ま
っ
て

生
体
に
な
り
、さ
ら
に
群
集
、生
態
系
、生
物

圏
を
構
成
す
る
と
い
う
階
層
を
理
解
し
て
も

ら
い
、細
胞
内
の
一
分
子
の
挙
動
か
ら
生
物
圏

レ
ベ
ル
の
現
象
ま
で
、環
境
問
題
も
含
め
て
考

え
な
が
ら
、生
物
学
を
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
物
学
は
基
礎
医
学
を
理
解
す
る
土
台
と
な

る
も
の
で
す
の
で
、１
年
生
の
間
に
き
ち
ん
と
学

ん
で
生
物
学
の
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
い
、専
門

教
育
へ
と
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、医
学
の
進
歩

や
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
力
を
付
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、講

義
や
実
習
を
通
し
て
、自
覚
的
学
習
姿
勢
の
育
成

を
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生命科学講座　生物学　教授
平田　多佳子

生
物
学
の
ほ
か
、
物
理
学
、
化
学
な
ど
か
ら
な
る
生
命
科
学
講
座
は
、
研
究
に
加
え
医
療
文
化
学
講
座
と
と
も
に
学
生
へ
の
基
礎
学
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
６
月
に
着
任
さ
れ
た
生
物
学
の
平
田
多
佳
子
教
授
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
テ
ー
マ
や
現
在
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
主
な
研
究
、
学
生
の
教
育
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
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脳神経再生への可能性を開く
神経幹細胞を中心テーマに研究に取り組む

脳
神
経
再
生
へ
の
可
能
性
を
開
く
神
経
幹
細
胞
を

中
心
テ
ー
マ
に
研
究
に
取
り
組
む

生
理
学
講
座
統
合
臓
器
生
理
学
部
門
　
教
授
　
等ひ

と
し　

誠せ

い

じ司

統
合
臓
器
生
理
学
部
門
に
つ
い
て

　

人
体
の
形
態
を
扱
う
解
剖
学
や
物
質
を
扱
う
生

化
学
、そ
し
て
機
能
を
扱
う
生
理
学
は
医
学
教
育

の
根
本
に
な
る
学
問
で
、滋
賀
医
科
大
学
の
生
理

学
講
座
に
は
統
合
臓
器
生
理
学
と
細
胞
機
能
生
理

学
の
２
つ
の
部
門
が
あ
り
ま
す
。一
つ
ひ
と
つ
の

細
胞
の
機
能
を
研
究
す
る
細
胞
機
能
生
理
学
部
門

に
対
し
て
、統
合
臓
器
生
理
学
で
は
脳
や
心
臓
と

い
っ
た
臓
器
全
体
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
臓
器
の
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の

細
胞
が
含
ま
れ
て
い
て
、例
え
ば
脳
の
中
に
も
神

経
細
胞
や
グ
リ
ア
細
胞
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

の
細
胞
が
あ
り
、そ
れ
ら
が
脳
と
い
う
一
つ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
発
揮
す
る
か
を
統
合
的

に
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

神
経
内
科
医
か
ら
研
究
者
へ

神
経
幹
細
胞
の
研
究
に
着
手

　

研
究
者
と
し
て
の
私
の
キ
ャ
リ
ア
は
、神
経
内

科
医
と
し
て
臨
床
を
経
験
し
た
こ
と
が
出
発
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。原
因
も
治
療
法
も
わ
か
ら
な
い

難
治
性
の
神
経
疾
患
を
な
ん
と
か
解
明
し
た
い
と

言
わ
れ
る
新
し
い

神
経
細
胞
が
、
精

神
機
能
と
関
係
が

あ
る
の
か
、
私
た

ち
の
気
分
や
情
動

が
神
経
幹
細
胞
の

活
性
化
や
抑
制
で

変
動
す
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と

が
、
私
た
ち
の
研

究
で
説
明
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

神
経
幹
細
胞
が
ど
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
発
生

し
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、ト
ロ
ン

ト
時
代
か
ら
継
続
し
て
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、神
経
幹
細
胞
の
発
生
に
関
係
の
あ
る
遺

伝
子
が
、受
精
の
瞬
間
か
ら
ど
う
い
う
働
き
を
し

て
い
る
の
か
を
調
べ
る
過
程
で
、受
精
卵
の
研
究

も
行
っ
て
い
ま
す
。

神
経
内
科
疾
患
の
治
療
に
つ
な
が
る
研
究
を

も
う
一
つ
の
柱
に

　

気
分
安
定
薬
の
薬
理
作
用
を
確
認
し
て
、そ
れ

を
基
に
新
た
な
気
分
安
定
薬
を
開
発
す
る
こ
と
を

一
つ
の
ゴ
ー
ル
と
す
る
と
、も
う
一
つ
の
柱
は
、薬

で
神
経
幹
細
胞
が
活
性
化
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
の
で
、そ
れ
を
用
い
て
神
経
内
科
疾

患
の
治
療
に
つ
な
が
る
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
す
。

　

グ
リ
ア
細
胞
の
一
つ
で
あ
る
オ
リ
ゴ
デ
ン
ド
ロ

サ
イ
ト
に
は
、神
経
細
胞
同
士
を
結
ん
で
い
る
軸

索
を
ラ
ッ
プ
し
て
、神
経
細
胞
同
士
の
会
話
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
に
対
す

い
う
こ
と
が
、研
究
を
志
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
り
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
に

留
学
し
て
、脳
の
病
気
を
治
療
す
る
再
生
医
療
の

第
一
歩
と
し
て
神
経
幹
細
胞
の
研
究
を
始
め
ま

し
た
。脳
内
の
細
胞
は
一
旦
死
ぬ
と
修
復
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、１
９
９
０
年
代
に

な
っ
て
新
し
く
神
経
細
胞
を
作
る
能
力
を
持
つ
神

経
幹
細
胞
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。神
経
幹
細
胞
は
、グ
リ
ア
細
胞
な
ど
脳
の
中
の

主
要
な
細
胞
の
す
べ
て
に
分
化
す
る
能
力
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　

脳
の
修
復
能
力
を
わ
ず
か
な
が
ら
も
持
っ
て
い

る
神
経
幹
細
胞
を
、活
性
化
す
る
方
法
を
探
す
た

め
、私
は
ま
ず
、神
経
内
科
あ
る
い
は
精
神
科
領
域

で
普
段
診
療
に
使
っ
て
い
る
薬
の
中
に
、神
経
幹

細
胞
を
活
性
化
す
る
薬
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か

を
、ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、対
象
と
な
っ
た
薬
剤
の
中
で
、そ
う
う

つ
病
の
治
療
に
使
わ
れ
る
３
種
の
気
分
安
定
薬

「
リ
チ
ウ
ム
」「
バ
ル
プ
ロ
酸
」「
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
」

だ
け
に
、神
経
幹
細
胞
を
活
性
化
す
る
能
力
が
あ

る
こ
と
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

３
種
類
の
気
分
安
定
薬
が
な
ぜ
気
分
安
定
作
用

る
自
己
免
疫
が
起
こ
っ
て
こ
の
髄ず

い
し
ょ
う鞘
が
壊
れ
る

と
、私
が
臨
床
医
の
時
に
専
門
に
し
て
い
た
自
己

免
疫
性
脱
髄
性
疾
患「
多
発
性
硬
化
症
」を
発
症
し

ま
す
。

　

神
経
細
胞
が
障
害
さ
れ
た
場
合
は
そ
れ
を
修
復

し
て
、そ
の
後
神
経
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋

ぎ
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、こ
れ
は

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。例
え
ば
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋
萎

縮
性
側
索
硬
化
症
）は
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
障
害

さ
れ
る
疾
患
で
す
が
、運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
脳
か

ら
脊
髄
を
通
っ
て
筋
肉
ま
で
、大
人
な
ら
１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
距
離
が
あ
る
た
め
、こ
れ
を
再
生
さ

せ
よ
う
と
す
る
と
、単
に
神
経
細
胞
を
そ
こ
に
置

く
だ
け
で
は
な
く
、そ
こ
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
以
上

の
軸
索
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
グ
リ
ア
細
胞
は
長
い
距
離
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
ら
ず
、あ
る
程
度
分
裂
能
力
を
持
っ
て
い

る
の
で
、そ
の
場
で
細
胞
が
修
復
で
き
れ
ば
機
能

を
回
復
す
る
可
能
性
が
高
く
、神
経
疾
患
の
再
生

医
療
の
対
象
と
し
て
は
か
な
り
や
り
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ド
ー
パ
ミ
ン
を
産
生
す
る
細
胞
が
再
生
で
き
れ

ば
あ
る
程
度
治
療
が
可
能
に
な
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
が
、再
生
医
療
の
最
初
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
の
次
は
脊
髄
損
傷
で
、そ
の
次
に
多

発
性
硬
化
症
の
よ
う
な
グ
リ
ア
細
胞
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
治
療
法
の
開
発
の
可
能
性
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
０
０
年
後
の
礎
と
な
る

し
っ
か
り
と
し
た
研
究
を
モ
ッ
ト
ー
に

　

東
京
大
学
神
経
内
科
の
医
局
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
、東
大
神
経
内
科
初
代
教
授
豊
倉
康
夫
先
生
の

「
焦
ら
ず
脊
伸
び
せ
ず
１
０
０
年
後
の
た
め
に
」と

を
出
す
の
か
が
わ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、新
た
な

薬
の
開
発
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今
ま
で
言
わ

れ
て
い
た
作
用
は
ほ
ん
と
う
の
気
分
安
定
作
用
で

は
な
く
て
、実
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
部
分
を
見

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
、提
唱
し
て
い
る

神
経
幹
細
胞
の
活
性
化
が
、気
分
安
定
作
用
を
出

す
た
め
の
一
番
重
要
な
作
用
で
あ
る
な
ら
、こ
こ

を
突
破
口
に
し
て
新
し
い
薬
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

神
経
幹
細
胞
の
増
減
が
、う
つ
状
態
や
そ
う
状

態
に
長
期
的
な
意
味
で
関
係
し
て
い
る
可
能
性

は
十
分
あ
り
ま
す
。毎
日
数
千
個
産
生
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
ば
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
ま
す
。

　

臨
床
出
身
の
研
究
者
は
、専
門
に
し
て
い
る
病

気
を
な
ん
と
か
治
療
し
た
い
、何
か
し
ら
患
者
さ

ん
に
還
元
で
き
る
こ
と
を
や
り
た
い
と
考
え
て
研

究
に
臨
ん
で
い
ま
す
が
、誰
も
が
思
い
通
り
の
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
こ
の
こ
と
ば
に
な
り
ま
す
。焦
っ
て
目

先
の
結
果
を
求
め
る
と
本
質
を
見
失
い
、脊（
背
）

伸
び
を
し
て
無
理
に
結
果
を
出
そ
う
と
す
る
と
間

違
っ
た
こ
と
を
発
表
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
ダ
イ
レ
ク
ト
に
患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
に
な

ら
な
く
て
も
、将
来
の
研
究
者
の
礎
に
な
る
よ
う

な
し
っ
か
り
し
た
研
究
を
や
る
」と
い
う
意
味
で

あ
る
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

目
先
の
こ
と
を
追
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
大
切

に
し
な
が
ら
、研
究
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
当
然
や
っ
て
い
き
ま
す
。継
続
的
に
論

文
を
出
し
な
が
ら
、短
期
的
、中
長
期
的
な
目
標
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て
、確
実
な
土
台
に

な
る
研
究
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
私
の

研
究
姿
勢
で
す
。

　

遠
い
先
の
ゴ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、日
々
誰
も
知
ら

な
い
新
し
い
こ
と
が
わ
か
り
、純
粋
に
好
奇
心
を
刺

激
す
る
と
こ
ろ
が
研
究
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。回

り
道
や
袋
小
路
も
よ
く
あ
り
ま
す
が
、続
け
て
い
れ

ば
正
し
い
道
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
究
者
と
し
て
研
究
を
始
め
た
時
か
ら
、発
信

す
る
相
手
が
世
界
に
な
り
ま
す
。世
界
中
の
研
究

者
と
競
い
合
っ
て
い
く
こ
と
は
厳
し
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、学
会
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
対
等

で
、世
界
に
先
駆
け
て
研
究
成
果
を
発
表
す
る
こ

と
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
に
な
り
ま

す
。若
い
研
究
者
の
み
な
さ
ん
に
是
非
こ
の
研
究

室
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、い
っ
し
ょ
に
新
し
い

研
究
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

生理学講座統合臓器生理学部門　教授
等　誠司

　

昨
年
12
月
に
、
生
理
学
講
座
統
合
臓
器
生
理
学
部
門（
旧
第
一
生
理
学
）に
着
任
さ
れ
た
等
誠
司
教
授
は
、
神
経
内
科
医
と
し
て
神
経
疾
患
の
患
者
さ
ん

の
診
療
に
当
た
っ
た
知
識
と
経
験
を
背
景
に
、
脳
の
再
生
医
療
に
結
び
つ
け
た
い
と
い
う
目
標
を
も
っ
て
、
脳
内
の
神
経
幹
細
胞
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
主
な
研
究
テ
ー
マ
や
目
標
、
研
究
に
対
す
る
姿
勢
・
モ
ッ
ト
ー
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

成獣マウスの脳から培養した神経幹細胞。活発に増えて
直径0.1~0.2mmくらいの細胞の塊となっている。
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人形との関わりが認知症高齢者の不安を和らげる
人形療法の効果と可能性について

人
形
と
の
関
わ
り
が
認
知
症
高
齢
者
の
不
安
を
和
ら
げ
る

人
形
療
法
の
効
果
と
可
能
性
に
つ
い
て

臨
床
看
護
学
講
座（
老
年
看
護
学
）　
教
授
　
畑は

た

の野　

相あ

い

こ子

認
知
症
高
齢
者
の
心
の
ケ
ア
に
有
効
な

非
薬
物
療
法

　

認
知
症
高
齢
者
の
本
質
的
な
課
題
は
、記
憶
力

の
低
下
や
認
知
機
能
障
害
に
伴
う
存
在
不
安
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。不
安
の
対
処
行
動
が
行

動
障
害（BPSD

＝
認
知
症
に
伴
う
徘
徊
や
妄
想
・

攻
撃
的
行
動
・
不
潔
行
為
・
異
食
な
ど
の
行
動
・
心

理
症
状
）と
な
り
、当
事
者
の
生
活
の
質
を
低
下
さ

せ
、家
族
や
介
護
者
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、精

神
療
法
や
認
知
行
動
療
法
、心
理
教
育
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
非
薬
物
療
法
が
治
療
戦
略
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。人
形
療
法
は
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ナ

ル
セ
ラ
ピ
ー（
※
）
の
一
つ
と
し
て
わ
が
国
に
紹
介

さ
れ
、認
知
症
治
療
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
が
、そ
の
研
究
は
ま
だ
十
分
で
あ
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

人
形
を
抱
い
た
高
齢
者
の
方
が
い
き
い
き
と
し

た
表
情
を
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、な
ぜ
人
形
を

抱
く
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
が
お
さ
ま
る
の
か

不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
が
研
究
を
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
か
ら
21
年
ま
で
、認
知
症
対
応
型
の

の
よ
う
な
不
安
を
で
き
る
だ
け
安
心
に
向
け
て
い

く
こ
と
が
認
知
症
ケ
ア
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
心
理
的
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、

老
年
心
理
学
者 Tom

 Kitw
ood 

は「
慰
め（
安
定

性
）」「
愛
着（
絆
）」「
帰
属
意
識（
仲
間
入
り
の
ニ
ー

ズ
）」「
没
頭
性（
役
割
意
識
）」「
自
分
ら
し
さ（
物
語

性
）」の
５
つ
が
あ
り
、そ
の
い
ず
れ
か
が
安
定
す

る
と
波
及
効
果
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
結
果
、人
形
が
果
た
す
役
割
に
は
次
の

よ
う
な
点
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

１ 

認
知
症
高
齢
者
は
、人
形
と
か
か
わ
る
中
で
、

「
没
頭
性
」や「
自
分
ら
し
さ
」を
見
出
す
こ
と
に

よ
っ
て
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、安
心
に
つ
な

が
る
。

２ 

「
今
」を
生
き
る
認
知
症
高
齢
者
を
過
去
の
輝

い
て
い
た
頃
の
記
憶（
人
生
を
支
え
て
き
た
証
）へ

結
び
つ
け
る
橋
渡
し
の
役
割
を
す
る
。

３ 

人
形
と
対
峙
す
る
こ
と
で
、一
人
で
は
な
い
と

い
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
、さ
み
し
さ
が
緩
和
さ
れ

る
。

　

認
知
症
高
齢
者
が
人
形
療
法
で
落
ち
着
き
を
取

り
戻
し
た
の
は
、現
在
と
人
生
を
支
え
て
き
た
証

と
を
結
び
つ
け
、「
没
頭
性
」や「
自
分
ら
し
さ
」「
慰

め
」「
愛
着
性
」を
人
形
と
の
関
わ
り
に
投
影
す
る

こ
と
で
、安
心
感
が
生
じ
た
た
め
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、好
ま
し
い
人
形
の
形
態
に
つ
い
て
の
考

察
で
は
、対
象
者
が
人
形
に
何
を
求
め
る
か
に

よ
っ
て
人
形
の
形
態
は
異
な
る
が
、目
が
開
眼
し

て
い
る（
あ
る
い
は
開
閉
す
る
）、筋
力
の
弱
っ
た

高
齢
者
に
と
っ
て
重
過
ぎ
ず
、大
き
過
ぎ
な
い
も

の
が
好
ま
し
い
こ
と
な
ど
が
わ
か
り
ま
し
た
。

認
知
症
予
防
の
可
能
性
も
視
野
に
研
究
を
継
続

　

子
ど
も
に
見
立
て
た
り
、寂
し
さ
を
埋
め
る
対

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
協
力
を
得
て
、認
知
症
高
齢

者
に
と
っ
て
の
人
形
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
と
、効
果
の
高
い
人
形
の
素
材
な
ど
を
実
証
的

に
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
に
介
入
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

※
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ
ラ
ピ
ー

直
訳
す
る
と「
気
晴
ら
し
療
法
」で
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
創

作
活
動
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、認
知
症
や

精
神
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
々
の
気
分
転
換
を
図
っ
た
り
、生

活
の
質
の
向
上
を
図
っ
た
り
す
る
手
法
。園
芸
、音
楽
、ゲ
ー
ム
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、回
想
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

役
割
意
識
や
自
分
ら
し
さ
を
人
形
に

投
影
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
安
心
感

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
認
知
症
高

齢
者
に
、５
種
類
の
人
形
を
提
示
し
ま
し
た
。そ
の

う
ち
、人
形
に
強
い
関
心
を
示
し
た
入
所
者
を
対

象
に
、人
形
に
対
す
る
反
応
の
ほ
か
、日
常
生
活
上

に
お
け
る
行
動
意
欲
、表
情
、言
葉
、感
情
の
起
伏
、

行
動
障
害
の
変
化
等
を
観
察
記
録
し
ま
し
た
。ま

た
、言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
対
象

者
に
は
、人
形
を
媒
介
に
話
を
聴
き
逐
語
録
を
作

成
し
ま
し
た
。

象
と
し
た
り
、ど
う
い
う
想
い
を
人
形
に
託
す
か

は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、そ
こ
を
き
ち
ん
と
見

定
め
て
い
く
こ
と
が
人
形
療
法
の
難
し
さ
で
す
。

　

観
察
記
録
な
ど
で
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
が
、対
象
者
に
変
化
が
現
れ

る
と
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
変
わ
り
、他
の
入
所

者
に
も
試
す
と
い
っ
た
こ
と
も
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。行
動
障
害
が
軽
減
し
た
点
な
ど
、ス

タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
効
果
を
実
感
さ
れ
、世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
入
所
者
と
も
話
が
し
や

す
く
な
る
と
い
っ
た
派
生
効
果
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
で
は
、焦
燥
感
や
イ
ラ
イ
ラ
感
の
あ

る
人
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、

今
は
そ
の
効
果
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
証
す
る
た

め
、焦
燥
感
や
イ
ラ
イ
ラ
感
の
強
い
人
に
視
点
を

当
て
な
が
ら
さ
ら
に
研
究
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、認
知
症
予
防
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、

ま
だ
計
画
段
階
で
す
が
、認
知
症
の
な
い
独
居

の
高
齢
者
に
う
な
づ
く
人
形
や
話
す
人
形
と
関

わ
っ
て
も
ら
っ
て
、心
理
的
変
化
な
ど
を
調
べ
始

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

認
知
症
の
方
は
い
つ
も
し
て
も
ら
う
ば
か
り

で
す
が
、積
極
的
に
何
か
を
し
た
い
と
思
っ
て
お

ら
れ
る
方
も
多
く
、行
動
が
自
分
ら
し
さ
や
自
己

肯
定
感
に
つ
な
が
り
、怒
り
や
不
安
が
収
ま
る
の

で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
ま
す
。ま
た
、能
動

的
に
気
持
ち
を
注
げ
る
対
象
と
し
て
、回
想
療
法

の
写
真
や
園
芸
療
法
の
植
物
な
ど
に
は
な
い
、人

形
に
し
か
な
い
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
人
形
を
抱
く
姿
を
見
て「
哀
れ
な
姿

に
な
っ
て
」と
い
っ
た
偏
見
を
持
つ
人
が
多
い
の

で
す
が
、認
知
症
高
齢
者
に
と
っ
て
人
形
は
子
ど

も
の
お
も
ち
ゃ
と
は
異
な
り
、心
理
的
ニ
ー
ズ
を

　

そ
の
結
果
、人
形
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、昔

の
子
育
て
の
記
憶
を
取
り
戻
し
た
り
、一
緒
に
い

る
こ
と
で
寂
し
さ
が
癒
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
で
、

暴
言
な
ど
の
行
動
障
害
が
軽
減
し
、穏
や
か
さ
や

落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
と
い
っ
た
効
果
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
は
拠
り
所
と
し
て
い
た
知
的

能
力
や
生
活
史
を
失
っ
た
こ
と
で
、自
分
は
ど
う

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
不
安
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、こ

満
た
し
安
心
に
つ
な
げ
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。人
形
を
用
い
た
ケ
ア
を
非
薬
物
療
法
と
し

て
確
立
し
て
い
く
た
め
に
、さ
ら
に
研
究
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
正
し
く
理
解
し
、尊
厳
を
守
る
看
護
の

提
供
を
目
指
し
て

　

老
年
看
護
の
授
業
を
通
じ
て
学
生
に
一
番
伝

え
た
い
こ
と
は
、エ
イ
ジ
ズ
ム
を
排
除
し
て
高

齢
者
を
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。加
齢
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の

か
、成
熟
す
る
も
の
と
衰
退
す
る
も
の
が
あ
る
の

は
な
ぜ
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
理

解
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
高
齢
者
の
現
時
点
を
見
る
の

で
は
な
く
、こ
れ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
歴
史
の

経
過
が
あ
る
う
え
で
の
今
を
理
解
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
生
き
て
こ
ら

れ
た
背
景
を
き
ち
ん
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、今
現
れ
て
い
る
姿
を
正
し
く
理
解
で
き
ま

せ
ん
。そ
し
て
、最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
支
援
・
看
護
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
だ
け
見
て
い
る
と
弱
者
と
い
う
捉
え
方
し

か
で
き
ま
せ
ん
が
、高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
生
き

様
に
触
れ
て
感
動
し
た
と
言
う
学
生
の
声
を
多

く
聞
き
ま
す
。入
院
期
間
が
短
い
急
性
期
病
院
で

は
ど
う
理
解
し
て
い
く
か
が
難
し
い
課
題
で
す

が
、施
設
で
の
実
習
な
ど
を
通
じ
て
、そ
の
よ
う

な
視
点
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
生
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
が

ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
尊
厳
を
守
る
看
護
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

臨床看護学講座（老年看護学）　教授
畑野　相子

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
平
成
14
年
に
１
４
９
万
人
で
あ
っ
た
認
知
症
の
高
齢
者
は
、
24
年
に
は
３
０
０
万
人
を
超
え
、
従
来
の
予
測
を
上
回
っ
て

急
増
し
て
い
る
た
め
、
認
知
症
の
予
防
・
ケ
ア
対
策
の
充
実
が
急
が
れ
ま
す
。

人
形
を
用
い
た
ド
ー
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
る
認
知
症
高
齢
者
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
長
年
研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
畑
野
相
子
教
授
に
、
研
究
の
目
的
や
概
要
、

今
後
の
展
望
の
ほ
か
、
老
年
看
護
の
授
業
を
通
じ
て
学
生
に
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
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健康格差縮小の鍵を握る
社会経済的環境の整備も視野に入れた健康政策

健
康
格
差
縮
小
の
鍵
を
握
る

社
会
経
済
的
環
境
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
た
健
康
政
策

公
衆
衛
生
看
護
学
講
座
　
教
授
　
川か

わ
ば
た畑　

摩ま

き

え

紀
枝

個
人
の
努
力
で
は
解
決
し
な
い
健
康
格
差
問
題

　

最
近
よ
う
や
く
日
本
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
き

た
健
康
格
差
は
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）に
よ

る
と「
人
々
の
間
に
お
け
る
健
康
状
態
の
差
あ
る

い
は
健
康
を
決
定
す
る
様
々
な
要
因
の
分
布
に
お

け
る
差
」と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。大
切
な
こ
と
は

そ
の
差
が「
避
け
ら
れ
る
も
の
か
」ど
う
か
と
い

う
点
で
す
。例
え
ば
高
齢
者
と
若
者
の
間
で
は
運

動
機
能
に
差
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
こ
れ
は
生
物

学
的
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。一

方
で
、人
種
や
民
族
、社
会
階
層
、雇
用
や
労
働
条

件
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
、地
理
的
物
理
的
環

境
の
違
い
に
よ
る
健
康
の
格
差
は
、個
人
で
は
制

御
で
き
ま
せ
ん
が
、社
会
の
組
織
的
努
力
に
よ
り

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。後
者
は
不
平
等
な
健

康
の
格
差
で
あ
り
、そ
の
是
正
が
世
界
的
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、今
、日
本
で
も
食
生
活
や
健
康
管
理
に

気
を
配
る
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
な
い
人
が
増
え
て

い
ま
す
。ま
た
、健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い
非
正

規
労
働
者
は
病
気
に
な
っ
て
も
医
療
機
関
を
受
診

で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
、健
康
格
差
の
問
題

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、本
当
に
問
題
な
の
は
低
所
得
者
が
不
健
康
で

あ
る
こ
と
で
は
な
く
、人
々
が
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
最
低
限
度
の
文
化
生
活
を
維
持
で
き
な
い
社
会

そ
し
て
日
雇
労
働
者
の
生
活
習
慣
と
社
会
構
造
が

ど
う
関
連
し
て
い
る
か
、イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
労

働
市
場
の
使
い
捨
て
労
働
者
と
し
て
の
生
活
が

人
々
の
健
康
障
害
を
作
り
出
す
過
程
を
明
ら
か
に

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
批
判
的
社
会
理
論
と
い
う
考
え
方
を
ベ
ー

ス
に
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。「
批
判
」と
訳
す
と
日

本
で
は
違
和
感
が
あ
り
ま
す
が
、簡
単
に
言
う
と
普

段
あ
た
り
ま
え
に
見
え
て
い
る
状
況
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
で
す
。伝
統
的
な
研
究
手
法
は
日
雇
労
働

者
の
生
活
習
慣
を
客
観
的
事
実
と
し
て
捉
え
ま
す
。

一
方
批
判
的
社
会
理
論
で
は
一
見
客
観
的
事
実
と

見
え
る
生
活
習
慣
は
実
は
そ
の
社
会
で
の
有
力
な

見
方
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ま
す
。そ
し
て
そ

の
見
方
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
社
会
構
造
が
影
響

し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。言
い

換
え
る
と
当
た
り
前
に
見
え
る
社
会
現
象
を「
批
判

的
」に
捉
え
な
お
し
、現
象
の
背
景
に
あ
る
社
会
の
し

く
み
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。

　

昨
年
５
月
か
ら
滋
賀
医
大
に
着
任
し
新
た
に
滋

賀
県
の
高
齢
者
を
対
象
に
研
究
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。現
在
の
介
護
予
防
は
筋
力
増
強
あ

る
い
は
嚥
下
機
能
の
低
下
予
防
な
ど
個
人
レ
ベ
ル

の
要
因
の
改
善
を
目
的
と
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。こ
れ
は
ど
ん
な
高
齢
者
で
も
運
動
機
能
や

嚥
下
機
能
な
ど
生
活
に
必
要
な
機
能
が
等
し
く
低

下
す
る
と
い
う
考
え
方
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、運
動
機
能
や
嚥
下
機
能
を
長
く
維
持

す
る
高
齢
者
が
い
る
一
方
で
、早
く
か
ら
こ
れ
ら

の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。こ
の

差
は
何
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。高
齢
者
自
身

の
運
動
や
食
生
活
に
対
す
る
関
心
や
努
力
が
不

足
し
て
い
る
か
ら
だ
け
で
し
ょ
う
か
。数
年
前
に

我
が
国
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
研
究
で
経
済

力
の
低
い
人
は
要
介
護
に
な
り
や
す
い
と
い
う

の
あ
り
方
で
す
。非
正
規
労
働
者
の
人
々
の
生
活

は
不
規
則
に
な
り
や
す
く
正
規
労
働
者
と
比
べ
健

康
障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。現

在
の
政
策
で
は
健
康
の
維
持
向
上
を
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
個
人
の
努
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。し

か
し
非
正
規
な
仕
事
に
就
い
て
い
る
人
々
の
健
康

問
題
は
個
人
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る「
健
康
日

本
21
」の
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、国
民
の
健
康
増
進
の

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
５
つ
の
方
向
と
し
て
、

「
健
康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
」と「
健

康
を
支
え
、守
る
た
め
の
社
会
環
境
の
整
備
」を
掲

げ
、個
人
を
対
象
と
し
た
政
策
と
合
わ
せ
て
、健
康

格
差
を
縮
小
さ
せ
る
た
め
に
社
会
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。「
個
人
中
心

の
目
標
だ
け
で
な
く
、生
活
や
労
働
環
境
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
慮
し
て
計
画
を
た
て
る
こ

と
」と
し
て
、よ
う
や
く
各
都
道
府
県
が
目
標
値
を

定
め
て
健
康
格
差
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

社
会
環
境
要
因
を
質
的
な
調
査
で
分
析

　

日
本
で
は
健
康
格
差
に
つ
い
て
10
数
年
程
度
前

か
ら
研
究
が
始
め
ら
れ
、少
し
ず
つ
日
本
の
中
の
健

康
格
差
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。し

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
経
済
的
負
担

の
大
き
い
人
た
ち
ほ
ど
生
活
機
能
が
低
下
す
る

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。つ
ま
り
社
会
環
境
要
因

の
影
響
を
考
慮
せ
ず
に
介
護
予
防
事
業
を
展
開

し
た
場
合
、住
民
間
の
健
康
格
差
が
広
が
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま
す
。滋
賀
県
の
高
齢
者
を
対
象
に

生
活
機
能
の
低
下
に
関
与
す
る
社
会
環
境
要
因

と
は
何
か
、そ
し
て
そ
れ
ら
の
要
因
が
ど
の
よ
う

か
し
社
会
経
済
的
環
境
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
健
康
に
影
響
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

は
ま
だ
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
社
会
環
境
要
因
の
中
で
も
特
に
経
済
的
要

因
に
注
目
し
、数
年
前
ま
で
大
阪
の
釜
ヶ
崎
の
日

雇
労
働
者
の
地
区
で
調
査
活
動
を
し
て
お
り
ま
し

た
。都
会
の
真
ん
中
に
住
み
な
が
ら
も
社
会
か
ら

排
除
さ
れ
て
き
た
た
め
調
査
は
少
な
く
、生
活
や

健
康
の
実
態
は
見
え
に
く
い
状
態
で
し
た
。私
は

民
族
誌
学
的
研
究
手
法
を
用
い
こ
の
地
区
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、労
働
者
や
支
援
者
と

の
関
係
を
築
き
な
が
ら
デ
ー
タ
を
集
め
ま
し
た
。

な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
機
能
低
下
を
引
き
起
こ
す

の
か
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
的
研
究
か
ら
疫
学
調
査
に
つ
な
げ
政
策
に
生
か

せ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
を
つ
く
る

　

私
は
民
族
誌
学
的
方
法
や
言
説
分
析
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
方
法
を
用
い
ま
す
が
、扱
う
デ
ー
タ

は
主
と
し
て
当
事
者
の
語
り
や
観
察
、あ
る
い
は

文
書
の
記
述
内
容
な
ど
質
的
な
も
の
で
す
。疫
学

調
査
だ
け
で
す
と
不
健
康
を
起
こ
す
社
会
環
境
要

因
を
特
定
で
き
た
と
し
て
も
そ
の
複
雑
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
ま
で
は
な
か
な
か
解
明
で
き
ま
せ
ん
。し
か

し
質
的
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
だ
け
で
す
と
エ
ビ
デ

ン
ス
と
し
て
健
康
政
策
の
決
定
に
活
用
さ
れ
る
可

能
性
が
少
な
く
な
り
ま
す
。で
す
か
ら
今
回
の
私

の
研
究
の
計
画
で
は
、質
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か

ら
検
証
可
能
な
モ
デ
ル
を
作
成
し
、疫
学
調
査
へ

つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。こ
れ
に
は
疫
学
を
専

門
に
す
る
先
生
方
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
で
、そ
の
た
め
に
講
座
を
超
え
た
研
究
体
制
を

整
え
ま
し
た
。具
体
的
に
は
３
年
計
画
で
調
査
を

実
施
し
た
後
、理
論
モ
デ
ル
を
作
っ
て
、そ
れ
を
疫

学
モ
デ
ル
に
切
り
替
え
て
、疫
学
調
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

世
界
の
公
衆
衛
生
の
動
き
の
中
で health 

activism
 

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は

市
民
の
立
場
か
ら
不
公
正
な
健
康
格
差
を
な
く
す

た
め
に
社
会
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る

動
き
で
す
。私
は
研
究
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、常
に

市
民
の
立
場
に
立
ち
、健
康
政
策
の
企
画
立
案
に

携
わ
る
人
た
ち
が
よ
り
公
正
な
判
断
を
で
き
る
よ

う
研
究
結
果
を
提
供
し
、ど
ん
な
人
で
も
健
康
に

生
き
る
権
利
を
実
現
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公衆衛生看護学講座　教授
川畑　摩紀枝

健
康
や
健
康
格
差
の
形
成
に
影
響
す
る
社
会
環
境
要
因
と
、
そ
の
影
響
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
こ
ら
れ
た
川
畑
摩
紀
枝
教

授
は
、
非
正
規
労
働
者
な
ど
の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
滋
賀
県
で
計
画
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
要
介
護
状
態
を
引
き
起
こ
す
社

会
環
境
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
研
究
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

ポピュレーション・アプローチでは図１のように、集団全体の健康度の均一的な改善を仮定する。しかし行動変
容のみの改善を目指すと介入後の健康度の分布の変化は図２に示すように、集団の平均効果は改善する
が、集団間の健康格差が広がる可能性がある。

図１ 図2

介入後 介入前

リスク要因への
暴露の程度

介入後 介入前

利益の集中 リスクの集中

リスク要因への
暴露の程度

平均効果 平均効果
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